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院
外
調
剤
薬
局
の
更
生

道
知
事
に
要
望

ｎ今
年
も
あ
わ
た
だ
し
く
過
ダ

お

　

ろ

か

　

う

わ

　

と

り

　

し

ご

　

て

ざお

しヽ

　

り

ま

　

ま

せ

　

ず

ん

　

が

ヴてづ

　
　
　
　

Ｉ

　

ｊ

う
力
－

ハペ

　　　

瓦／
七がく
で

　

｀

　

過
し杵ぎ

●
Z

●

1こ

　

様

　

去

直月

し

　

か

　

さ

にらて

’）（ﾉ）

　

｀

い|りﾐ昨

て療乍

ﾛﾐ粉末

」也助以

城成恥

で制

　

｀

も度本

ぽの吊

々

　

りと

　

10

な
活
動
を
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま

す

　

道
腎
協
と
し
て
は
道
に
吋
し

て
要
９
皿
‥
の
提
出
・
２
峻
に
わ
た

る
道
議
会
砧
順
署
名
・
７
月
2
6
‐

医
療
指
定
施
設
」
問
題
に
対
し

甲
紹
介
議
員
に
陳
情
書
提
出

に

　

に

　　　　　　　

北

は

　

は

　　

.６、

　　　

海

|院

　

知

　　　

゛

　　　　　

道
外事

　

長

　　

腎
薬と

言ノlしｌ鸞

いj｛

　

4寸雷雲

　

・

　　　　　　　　　　

－
レ:1隆雲

指10

　

恚

定川

　

^Qi%

施
設
で
あ
る
’
一
と
が
必
要
と
い
う

聴
き
な
が
ら
、
で
き
る
’
一
と
か
ら

ひ
と
っ
ひ
と
つ
進
め
て
行
き
、
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
が
め
て

参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

【
報
告
事
項
】

問
題
に
対
し
て
1
0
月
か
ら
の
１
割

　
　

１

　

院
外
調
剤
薬
局
の
更
生
医
療

負
批
有
人
延
間
の
要
望
Ｒ
‥
を
提
出

　
　
　

指
定
に
つ
い
て

十
る
け
勤
を
し
て
参
り
ま
し
た

　
　
　
　
　

９
月
1
0
日
知
事
へ
の
要
望
書
。

　

そ
の
結
果
、
我
万
ヽ
が
要
望
し
た

　
　
　

紹
介
議
員
に
陳
情
書
を
提
出

こ
と
を
満
址
さ
せ
る
も
の
で
は
あ

　
　
　

要
望
・
陳
情
内
容
…
…

り
ま
せ
ん
が
、
知
Ｉ
と
の
面
談
、

　
　
　
　

ず
成
1
6
甲
1
0
川
か
ら
の
「
吸

フ
十
ロ
ー
ア
ッ
フ
（
検
討
委
‥
八
会
）

　
　
　

度
心
身
障
害
行
医
旅
費
給
付
㈲

が
設
雌
さ
れ
る
な
ど
、
我
々
の
声

　
　
　

業
」
見
直
し
に
っ
い
て
、
透
析
医

は
同
違
い
な
く
に
政
に
川
い
て
い

　
　
　

療
機
関
と
院
外
洲
削
薬
岫
の
史

ま
す
。
今
後
も
道
腎
協
の
活
動
に

　
　
　

生
医
療
指
定
が
整
㈲
さ
れ
る
ま

っ
い
て
は
皆
さ
ん
か
ら
の
窓
‐
-
Ｊ
を

　
　
　

で
導
人
は
延
聞
し
て
く
だ
さ
い
。

　

知
嘔
の
川
答
…
…

　
　

北
海
道
腎
臓
病
忠
行
辿
絡
協

　

議
会
か
ら
の
要
請
に
っ
き
ま
し

　

て
は
、
こ
れ
ま
で
、
全
て
の
地

　

域
で
指
定
医
療
機
関
を
確
保
し

　

た
ほ
か
、
薬
局
に
つ
い
て
も
指

　

り
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

定
医
療
機
関
が
あ
る
全
て
の
巾

　

町
村
に
お
い
て
対
応
で
き
る
よ

　

う
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

　

後
と
も
指
定
の
拡
人
に
が
め
る

２

　

北
海
道
医
療
給
付
事
業
の
見

　

直
し
に
伴
う
市
町
村
の
状
況
（
H

　

1
6
・
1
0
・
１
現
在
）

　

患
者
負
担
な
し

　
　
　

（
巾
町
村
負
批
）

　
　

旭
川
（
恥
定
）
・
新
篠
津
・
Ｌ

　

賎
・
大
野
・
じ
飯
・
長
万
部
・

　

存
部
・
留
石
部
・
泊
・
冲
心
因
一
・



　

東
川
（
未
定
）
・
鷹
栖
（
未
定
）
・

　

美
瑛
・
占
冠
・
日
高
・
中
札
内
・

　

大
樹
・
広
尾
・
鶴
居

　

患
者
負
担

　
　

導
入
延
期
…
…

　
　

岩
見
沢
・
苫
小
牧
・
稚
内
・

　

蘭
越
・
京
極
・
積
丹
・
古
平
・

　

余
市
・
浦
臼
・
東
神
楽
・
和
寒
・

　

当
麻

　

患
者
負
担

　
　

緩
和
措
置
…
…

　
　

札
幌
・
江
別
・
厚
沢
部
・
瀬

　

棚
・
北
桧
山
・
東
藻
琴
・
女
満

　

別
・
美
幌
・
鹿
追
・
弟
子
屈
・

　

漂
津

　

患
者
１
割
負
担
導
入
…
…

　
　

前
記
を
除
く
市
町
村
全
て

３

　

北
海
道
医
療
給
付
事
業
の
見

　

直
し
に
伴
う
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
ま
す
。
①
更
生
医
療

機
関
の
拡
大
②
腎
臓
機
能
障
害

者
通
院
費
助
成
制
度
の
拡
充
③

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
シ
ス
テ

ム
化
④
道
単
医
療
費
の
自
動
給

付
方
式
の
適
用
（
‐
Ｊ
の
医
療
費

自
己
負
担
が
限
度
額
を
越
え
た

場
合
自
動
的
に
償
還
さ
れ
る
）
、

今
後
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
具

体
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
巾

で
進
め
ら
れ
ま
す
。

【
今
後
の
取
り
組
み
方
】

１

　

難
病
連
な
ど
他
団
体
と
結
成

し
た
「
北
海
道
の
医
療
助
成
を

考
え
る
連
絡
会
」
と
強
調
し
て

道
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
検
討

委
員
会
）
に
意
見
を
申
し
て
い

き
ま
す
。

（
検
討
委
員
会
）
施
策
の
概
要

　
　

２

　

医
療
費
助
成
見
直
し
に
関
わ

　

「
更
生
医
療
の
環
境
づ
く
り
」

　
　

る
影
響
を
調
査
す
る
。
平
成
1
7

と
「
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
」

　
　

年
２
月
に
予
定
し
て
い
る
道
と

の
２
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。
我
々

　
　
　

の
意
見
交
換
会
ま
で
に
負
担
対

に
関
係
す
る
更
生
医
療
の
環
境

　
　
　

象
者
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

づ
く
り
で
は
次
の
４
つ
が
検
討

　
　
　

実
施
し
ま
す
。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　

平
成
1
6
年
1
0
月
1
6
日
・
1
7
日
の

両
日
第
5
7
回
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
が
ホ
テ
ル
札
幌
会
館
に
於
い
て

役
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
等
4
9
名
の

出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
柳
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
仲
間
の
冥

福
を
祈
り
黙
祷
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
川
村
会
長
か
ら
、
道

の
医
療
費
助
成
制
度
見
直
し
に
対

す
る
道
腎
協
と
各
地
域
腎
友
会
の

対
応
と
協
力
に
つ
い
て
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
、
水
島
運
営
委
員
が

議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

望
書
・
陳
情
書
・
請
願
署
名
で
要

望
し
ま
し
た
。
以
下
、
地
域
腎
友

会
報
告
で
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

旭

剛

　

地
域
腎
友
会
組
織
活
動
報
告

　

医
療
費
助
成
制
度
見
直
し
に
対

し
再
度
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
地
域

　
　

江

腎
友
会
で
各
市
町
村
や
議
会
に
要

　
　
　

－

　
　
　

Ｉ

　
　
　

Ｊ

・
マ
ル
障
に
つ
い
て
旭
川
市
は

　

条
例
改
定
に
向
け
て
審
議
中
。

　

結
果
は
来
春
以
降
に
な
る
見

　

通
し
。

・
近
隣
の
自
治
体
の
動
向

　
　

1
6
年
1
0
月
実
施
、
上
川
・

　

愛
別
・
比
布
。
1
7
年
４
月
実

　

施
、
東
神
楽
町
。
1
7
年
1
0
月

　

実
施
、
和
寒
・
当
麻
。
未
定

　

は
東
川
・
鷹
栖
。

・
会
員
数
が
減
少
し
て
い
る
の

　

で
何
か
具
体
策
を
議
論
し
た

　

い
。
２
百
薮
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

　

ン
、
患
者
会
未
加
入
組
織
へ

　

の
こ
ま
め
な
対
応
）

　
　
　

別

・
マ
ル
障
の
見
直
し
等
に
っ
い

３



小

　

て
市
福
祉
担
当
者
と
の
懇
談

　

会
。
マ
ル
障
見
直
し
。
1
0
月

　

よ
り
実
施
予
定
、
道
案
に
沿

　

う
。
江
別
市
独
自
の
改
正
案

　

可
決
、
長
期
入
院
者
の
負
担

　

を
軽
減
す
る
た
め
に
入
院
４

　

回
目
／
年
か
ら
、
月
４
０
、

　

２
０
０
円
の
限
度
額
を
２
４
、

　

０
０
０
円
に
引
き
下
げ
。

・
医
療
福
祉
の
問
題
に
つ
い
て

　

は
、
支
援
議
員
と
の
関
係
を

　

大
切
に
し
て
よ
り
良
い
運
動

　

を
進
め
る
。

の還長マ

説払をﾙ

ｰ--

　　　

･.＿

　

__･

障樽
に
つ
い
て
市
福
祉
部

招
き
自
己
負
担
及
び
償

い
、
更
生
医
療
等
手
続

明
会
開
催
。

　　

北

10マ
月ル
か障見
らの
の見
動直
向し
をに
星っ
守い
今て

・
道
東
地
区
研
修
交
流
会
開
催

　

（
北
見
若
松
自
然
休
養
村
）
。

・
新
し
く
「
入
会
の
し
お
り
」

　

を
作
成
し
新
規
会
員
の
入
会

　

を
促
す
。

　

‾釧

釧

根

地路
区
市
町
村
自
治
体
の

　

マ
ル
障
見
直
し
結
果
。
採
択

　

（
釧
路
市
・
標
津
町
・
弟
子

　

屈
町
・
標
茶
町
・
白
糠
町
・

　

音
別
町
）
。
継
続
（
鶴
居
村
）
。

　

道
案
（
中
標
津
町
）
。
取
り
下

　

げ
（
阿
寒
町
・
別
海
町
・
羅

　

臼
町
）
。
未
回
答
（
釧
路
町
）
。

・
更
生
医
療
指
定
認
可
を
受
け

　

た
施
設
、
1
1
施
設
中
、
1
0
施
設
、

　

残
り
１
施
設
は
｡
―
一
月
よ
り
。

　　　　

札

処於限マ

方て額ル

の軽は障幌

場減道制
－

　

･●．

　

丿

　　

●．度
の
見
直
し
は
上

案
通
り
。
通
院
に

策
。
透
析
は
院
内

合
６
、
０
０
０
円

の
自
己
負
担
、
院
外
処
方
の

場
合
透
析
施
設
に
３
、
０
０

０
円
と
薬
局
に
３
、
０
０
０

円
限
度
に
１
割
の
自
己
負
担
。

他
の
医
療
機
関
（
院
外
薬
局
）

で
は
レ
セ
プ
ト
ご
と
に
３
、

０
０
０
円
限
度
に
Ｉ
割
負
担
。

マ
ル
障
制
度
と
更
生
医
療
に

つ
い
て
の
説
明
会
開
催
。
手

稲
地
区
（
3
7
名
）
、
厚
別
地
区

　

（
4
5
名
）
、
北
地
区
（
8
0
名
）
、

南
地
区
（
6
4
名
）
、
会
員
、
非

会
員
、
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
。

静

会
員
数
減
少
対
策
の
一
環
と

し
て
非
会
員
に
も
参
加
し
て

頂
き
入
会
を
お
願
い
し
た
。

　
　
　

内

・
会
員
多
数
亡
く
な
り
、
今
後

　

新
会
員
を
募
る
。

　　　　　

滝

開Ｈ回滝
催Ｋ目川

　

゜健で市川

　

康記健

伊

康
ま
つ
り
が
第
2
0

念
開
催
と
し
て
Ｎ

フ
ェ
ア
を
招
致
し

・
平
成
1
6
年
度
総
会
及
び
春
期

　

研
修
会
。

　
　
　

達

・
病
院
が
３
ヶ
所
に
出
来
、
今
後

　

の
腎
友
会
の
統
括
が
困
難
な

　

状
況
。
会
報
の
配
布
又
連
絡
な

　

ど
が
難
し
く
今
後
の
会
の
あ

　

り
方
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

障勝課受剤施南

＋

　　　　　　

道

　

福定全透

　

祉を調析

-ﾐa皿

　

-ﾐ_ﾐ

　

Ｊ

　

●･

　

丿S

　　

●

設
病
院
で
利
用
す
る

薬
局
に
更
生
医
療
指

け
る
よ
う
市
の
障
害

に
要
望
。

マ
ル
障
に
つ
い
て
福
祉
課
訪

問
、
事
前
に
要
望
書
・
陳
情
書

　

ら
う
。

・
会
員
拡
大
に
苦
労
し
て
い
る
。

　　

苫

席会小
がの
悪行牧

事
に
幹
事
自
身
の
出

い
の
は
盛
り
上
げ
よ

う
と
す
る
意
識
が
弱
い
の
が

気
に
な
る
。
皆
が
参
加
す
る
良

い
企
画
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　　

根

各

会

員室

室夕留

に
更
生
医
療
受
給
に

つ
い
て
手
続
を
早
急
に
済
ま

せ
る
様
案
内
を
送
付
。

で祉を害室

●

　　

....

　

』

　

1..a,&.

提
出
、
そ
れ
に
つ
い
て
回
答
も

課全者蘭

で廃団市蘭

ミ

　　

ー

　　

●●

　　

_-
が
来
年
度
よ
り
各
障

体
に
対
す
る
補
助
金

す
る
と
の
事
で
市
福

は
各
団
体
と
接
渉
中

あ
る
。

　

張

・
市
内
バ
ス
の
運
行
本
数
が
削

　

減
と
な
り
遠
距
離
か
ら
の
透

　

析
忠
者
の
通
院
が
大
変
で
あ

　

る
。

・
会
似

　

族
の
】

　

意
を
Ｉ

・
市
亦

拡萌病得理

ﾐﾐ.－　　－　●_=
大
は
家
族
訪
問
で
家

解
に
よ
り
本
人
の
同

、
成
果
が
上
が
っ
た
。

院
８
月
よ
り
更
生
医

４－



Ｓ

４

‘

　
　

療
施
設
に
指
定
。

稚

　
　
　

内

　

・
総
会
1
4
名
参
加
。

　

・
行
事
に
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー

　
　

は
い
つ
も
同
じ
、
声
を
か
け

　
　

て
も
集
ま
り
が
悪
い
。

岩

　

見

　

沢

　

・
岩
見
沢
市
立
病
院
の
透
析
患

　
　

者
は
南
空
知
全
域
で
１
６
０

　
　

名
位
お
り
、
統
一
的
な
活
動

　
　

が
難
し
い
。

　

・
組
織
運
営
上
の
問
題
が
あ
り

　
　

会
の
あ
り
方
を
考
え
直
す
時

　
　

期
に
来
て
い
る
。

小

　

清

　

水

　

・
小
清
水
町
よ
り
腎
友
会
に
３

　
　

万
円
の
補
助
金
決
定
。

　

・
斜
里
町
へ
補
助
金
と
腎
友
会

　
　

へ
の
協
力
支
援
を
お
願
い
す

　
　

る
。

富

　

良

　

野

　

・
中
富
良
野
町
は
マ
ル
障
見
直

　
　

し
は
道
案
通
り
決
定
。

士

　
　
　

別

　

・
初
の
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
青
年

　
　

部
の
協
力
で
成
功
す
る
。

名

　
　
　

寄

　

・
1
0
月
よ
り
腎
友
会
を
立
ち
あ

　
　

げ
る
、
Ｈ
月
2
1
口
総
会
開
催
。

閉

　

道
腎
協
運
営
会
議
報
告

　
　

平
成
1
6
年
度
第
１
回
（
６
月
）
、

　

第
２
回
（
９
月
）
に
開
催
さ
れ
、

　

そ
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

図

　

道
腎
協
前
期
活
動
報
告

　
　

内
容
に
つ
い
て
は
事
前
に
資

　

料
を
送
付
し
て
い
ま
し
た
の
で

　

簡
略
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

㈲

　

道
腎
協
前
期
会
計
報
告

閤

　

道
腎
協
前
期
会
計
監
査
報
告

　
　

会
計
・
監
査
報
告
は
共
に
承

　

認
さ
れ
ま
し
た
。

圏

　

医
療
費
助
成
制
度
（
マ
ル
障
）

　

へ
の
対
応

　
　

９
月
に
も
調
剤
薬
局
の
更
生

　

医
療
指
定
施
設
問
題
に
対
し
て

　

要
望
書
・
陳
情
書
を
道
・
議
会

　

に
提
出
し
ま
し
た
が
、
今
後
も

　

強
力
な
姿
勢
で
臨
み
又
報
告
は

　

随
時
す
る
。

　
　

今
後
の
北
海
道
医
療
給
付
事

　

業
見
直
し
に
伴
う
フ
オ
ロ
ー
ア
ッ

　

ブ
施
策
に
対
し
て
更
生
医
療
指

　

定
施
設
不
備
の
解
消
、
通
院
負

　

担
軽
減
を
訴
え
て
い
く
。

剛

　

道
と
の
意
見
交
換
会
開
催
に

　

つ
い
て

　
　

マ
ル
障
・
更
生
医
療
の
今
後

　

の
動
向
を
見
な
が
ら
見
直
し
の

　

影
響
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
採
り
、

　

２
月
頃
に
そ
の
結
果
を
待
ち
開

　

催
す
る
。

閣

　

平
成
1
7
年
度
第
2
8
回
道
腎
協

　

総
会
に
つ
い
て

　
　

平
成
1
7
年
５
月
2
9
日
間
旭
川

　

市
大
雪
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
に

　

て
開
催
予
定
。
2
8
日
出
交
流
会

　

層
雲
峡
ホ
テ
ル
大
雪
を
予
定
。

閣

　

そ
の
他

　

0
2
0
0
5
年
全
腎
協
全
国
大

　
　

会
に
っ
い
て

　
　

平
成
1
7
年
５
月
2
2
日
間
新
潟

　
　

県
に
て
開
催
予
定
。

　

○
第
3
4
次
国
会
請
願
参
加
者
募

　
　

集
は
各
地
域
腎
友
会
で
参
加

　
　

者
を
募
る
。

※
議
題
が
早
め
に
終
了
し
ま
し
た

　

の
で
会
員
拡
大
に
つ
い
て
フ
リ
ー

　

ト
ー
ク
を
行
な
い
、
十
勝
な
ど

　

か
ら
参
考
に
な
る
意
見
が
出
ま

　

し
た
。

役
員
研
修
会

　
　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
更
生
医

　

療
に
つ
い
て
」
。
北
海
道
保
健
福

　

・

　

祉
部
・
障
害
保
健
福
祉
課
主
幹

　

　
５

　

東
方
稔
氏
と
主
査
高
張
稔
晴
氏

　

の
２
名
を
招
き
説
明
し
て
い
た

　

だ
き
、
質
疑
応
答
が
活
発
に
行

　

な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
堀
井

　

会
計
よ
り
こ
の
件
に
つ
い
て
補

　

足
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
口
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で

２
日
間
の
会
議
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
報
告

　

渾
内
繁
雄
）



一
部
奪
憲
家
賃
墨
問
顕
攬
滅
團

　

「
透
析
医
療
に
お
け
る
社
会
的
要
因
」

　
　
　

－
あ
る
視
点
か
ら
Ｉ

（
こ
の
講
演
は
平
成
１
６
年
８

月
８
日
の
北
海
道
難
病
連

全
道
集
会
の
腎
臓
部
会
で

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
）

小
樽
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
河

　

口

　

道

　

夫
一
生

　

講
演
は
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
先
生
が
専
門
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
色
々
と
解
説
し

て
お
り
ま
す
か
ら
、
私
は
開
業
医

で
す
の
で
別
な
視
点
か
ら
透
析
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
事
を

お
話
し
、
何
ら
か
の
役
に
立
て
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点

　

今
、
私
は
小
樽
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
い
う
と
こ

ろ
に
お
り
ま
す
が
、
小
樽
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
き

て
、
今
迄
や
っ
て
い
た
透
析
と
い

う
も
の
の
考
え
方
が
ち
ょ
っ
と
変

わ
り
ま
し
た
。
ど
う
変
わ
っ
た
か

を
お
話
し
ま
す
。
（
図
１
）
上
田

敏
さ
ん
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
権
威
に
な
っ
て
い
る
人
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
は

何
な
の
か
と
言
い
ま
す
と
「
復
権

の
医
学
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
何
か
疾
病
に
な
り
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
そ
れ
は
治
ら

な
い
け
れ
ど
も
、
少
し
で
も
良
く

な
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
色
々

な
体
の
機
能
や
能
力
の
障
害
、
そ

れ
か
ら
社
会
的
不
利
（
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
）
と
い
う
も
の
で
す
。

先
ほ
ど
川
村
道
腎
協
会
長
が
透
析

の
通
院
の
た
め
の
タ
ク
シ
ー
代
の

事
を
お
話
し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
、

こ
れ
は
あ
る
所
か
ら
あ
る
所
へ
移

動
す
る
の
が
自
由
で
な
い
訳
で
す
。

こ
れ
は
非
常
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
障
害
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
に
対
し
て
医
療
の
方
法
と
し
て

は
血
液
透
析
な
ら
血
液
透
析
で
補

助
を
す
る
の
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
ジ
ョ

ン
で
あ
り
ま
す
。
上
田
さ
ん
は
腎

不
全
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

中
に
含
ん
で
い
ま
す
が
、
私
も
腎

不
全
は
末
期
に
な
っ
て
く
る
と
広

い
意
味
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
中
に
入
る
と
思
い
ま
す
。
上
田

さ
ん
が
言
う
医
療
側
の
目
的
は
。

　

「
持
っ
て
い
る
機
能
を
で
き
る
か

ぎ
り
活
用
す
る
」
と
い
う
事
で
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
が
人
間

性
を
復
権
し
、
そ
し
て
新
し
い
人

生
を
つ
く
る
ん
だ
と
い
う
事
で
す
。

そ
の
中
で
は
障
害
の
受
容
と
い
う

（図１）

リハビリテーション：医学・教育・職業・社会

上田

　

敏

目的：復権の医学一

　　　

治らないが「よく」なる

対象：障害の医学一

　　　

櫓舵障害impGnment. te

　　　

力障害disabtlity.社会的不

　　　

利handicap

方法：教冑的・代償的－

　　　

生活指潭．障壽の受容、

　　　

僅全な休の部分・適切な

　　　

補助具による代償

機能回復釧練

人生の創造

-６-



事
を
、
嫌
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
認

め
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
よ
く
忠
者

さ
ん
が
何
故
、
私
だ
け
が
こ
ん
な

ふ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う

疑
問
を
持
ち
ま
す
け
れ
ど
も
、
い

く
ら
待
っ
て
も
良
く
な
ら
な
い
と

い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

く
ど
う
や
っ
て
楽
し
い
生
活
を
送

る
の
か
と
い
う
ほ
う
が
重
斐
か
と

思
い
ま
す
。
2
0
0
2
年
、
２
年

前
に
診
療
報
酬
改
正
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
す
ご
く
怖
い
改
正
で

す
。
い
わ
ゆ
る
食
事
給
付
を
な
く

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
理
山
も
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
透
析
の
時

間
制
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

か
わ
り
「
透
析
の
方
法
な
り
時
間

に
関
し
て
は
患
者
さ
ん
の
合
意
を

得
る
事
」
と
一
筆
書
い
て
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
患
者
会
の
方
の
要
望

に
よ
っ
て
だ
と
思
い
ま
す
。
お
そ

ら
く
患
者
さ
ん
や
患
者
会
が
危
惧

し
た
の
は
、
我
々
が
考
え
て
い
る

と
同
じ
よ
う
に
時
間
の
短
縮
を
や

ら
れ
る
と
困
る
と
い
う
事
だ
と
思

い
ま
す
。
患
者
会
の
幹
事
と
い
う

か
、
役
員
の
人
は
非
常
に
よ
く
勉

強
し
て
、
い
わ
ゆ
る
患
者
の
為
に

何
が
良
い
か
考
え
て
十
分
や
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
事

を
危
惧
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
合

意
を
得
る
事
と
い
う
話
に
な
っ
た

と
。
し
か
し
こ
れ
は
文
章
と
し
て

は
非
常
に
不
十
分
で
す
。
皆
さ
ん

が
納
得
す
れ
ば
、
そ
れ
で
良
い
血

液
透
析
が
で
き
る
の
か
と
い
う
事

で
す
。
そ
れ
は
透
析
時
間
を
長
く

し
た
い
と
思
っ
て
も
、
患
者
の
皆

さ
ん
の
同
意
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば

長
く
で
き
な
い
と
い
う
事
に
も
な

り
ま
す
。
そ
の
へ
ん
が
非
常
に
問

題
で
あ
り
、
か
な
り
疑
問
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
の
疑
問
を
、

今
回
私
が
少
し
話
を
し
て
患
者
で

あ
る
皆
さ
ん
の
考
え
方
を
少
し
変

え
て
い
た
だ
け
た
な
ら
良
い
と
思

い
ま
す
。

透
析
時
間
と
透
析
量

(図２)

ほんとうなのか？

●透析時間の短縮は、ダイアライザーの進歩とともに可

　

能になってきている.

　

ＮＵ･IH:NY 1995

●週３回１回４～５時問一週３回１回２、３時問？

●ＴｈｅSquare Meter･Hour Kinetic Moclel(Bobb.1971)ダ

　

イアライザーの面積×透析時間

■ＵｒｅａKinetic Model(Sargent.&Golch.1975&1984)

■The Concentration Hypothesis(Keshaviah.1989)

●血液透析積＝(透析時問)×(１週問の透析回数)2

　

(Oreopoulos)

で
す
が
、
我
々
が
組
織
し
て
い
る

日
本
透
析
医
学
会
に
よ
る
と
1
9

9
1
年
は
４
・
３
時
間
、
今
は
４

時
間
少
し
と
な
っ
て
い
ま
す
（
2

0
0
0
年
）
。
ま
だ
短
く
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
時
間
を

短
く
す
る
事
を
患
者
さ
ん
が
要
望

し
て
い
る
と
い
う
事
も
あ
り
、
そ

し
て
医
療
側
も
短
い
ほ
う
が
楽
で

両
者
の
思
い
と
い
う
の
が
一
致
し

た
と
い
う
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
か
と

日
本
の
平
均
透
析
時
間
の
推
移

　
　

い
う
と
、
こ
れ
は
別
の
問
題
で
す
。

そ
の
へ
ん
が
非
常
に
危
惧
す
る
所

で
す
。
（
図
２
）
透
析
時
間
の
短

縮
と
い
う
の
は
、
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー

が
良
く
な
っ
た
か
ら
可
能
に
な
っ

て
き
た
と
い
う
考
え
が
非
常
に
広

ま
っ
て
き
て
、
患
者
さ
ん
も
納
得

し
ま
し
た
。
週
３
回
、
１
回
４
～

５
時
間
の
透
析
を
例
え
ば
ダ
イ
ア

ラ
イ
ザ
ー
が
進
歩
し
た
か
ら
週
３

回
１
回
２
～
３
時
間
あ
る
い
は
週

２
回
２
時
間
と
い
う
よ
う
に
短
縮

が
可
能
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
基
に
な
る
考
え
方
と
し
て
、

　

７

随
分
古
い
の
で
す
が
1
9
7
1
年

に
、
透
析
最
と
い
う
の
は
ダ
イ
ア

ラ
イ
ザ
ー
の
面
積
と
時
間
を
掛
け

た
の
が
一
定
で
あ
れ
ば
良
い
、
そ

れ
で
あ
れ
ば
面
積
を
倍
に
し
時
間

を
半
分
に
し
て
も
充
分
だ
と
い
う

理
屈
が
あ
っ
た
訳
で
す
。
今
は
而

積
―
・
５
～
―
・
９
㎡
く
ら
い
で

す
。
そ
の
く
ら
い
の
ダ
イ
ア
ラ
イ

ザ
ー
を
使
っ
て
４
時
間
透
析
を
し

ま
す
。
私
が
透
析
を
始
め
て
す
ぐ

の
頃
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
透
析
を
や
っ



て
い
る
先
生
が
き
ま
し
て
講
演
会

を
し
ま
し
た
。
２
・
５
㎡
の
シ
ー

ダ
ッ
ク
と
い
う
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー

を
２
本
つ
な
ぎ
５
㎡
に
す
る
と
透

析
時
間
は
短
く
て
い
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
事
で
9
0
分
の
透
析
で
、

そ
の
間
に
サ
ッ
カ
ー
を
み
て
い
れ

ば
終
わ
る
と
い
う
話
で
し
た
が
、

私
は
と
て
も
そ
れ
は
無
理
だ
と
思

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
に
き
て

報
告
し
て
、
そ
の
後
止
め
ま
し
た
。

失
敗
し
た
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な

考
え
方
が
あ
る
程
度
広
ま
っ
て
い

ま
し
た
か
ら
、
透
析
機
器
の
性
能
、

例
え
ば
除
水
址
が
よ
く
な
れ
ば
時

間
を
短
く
し
て
良
い
の
だ
、
と
い

う
考
え
が
頭
の
中
に
こ
び
り
つ
い

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
社
会
的
な

影
響
で
す
。
Ｕ
Ｋ
モ
デ
ル
は
体
の

尿
素
、
尿
素
窒
素
が
透
析
後
ど
の

く
ら
い
減
る
か
と
い
う
事
を
示
し

た
値
で
、
そ
れ
が
大
き
け
れ
ば
大

き
い
ほ
ど
透
析
の
址
が
多
い
と
い

う
考
え
方
で
す
。
そ
の
後
イ
ン
ド

人
の
ケ
シ
バ
ヤ
と
い
う
人
は
そ
う

で
は
な
く
週
３
回
の
透
析
前
尿
素

窒
素
（
Ｂ
Ｕ
Ｎ
）
が
あ
る
程
度
上

が
り
透
析
後
下
が
る
、
こ
れ
が
低

い
ほ
ど
良
い
、
ま
た
Ｂ
Ｕ
Ｎ
の
平

均
が
5
2
呵
／
ｄ
以
下
だ
と
非
常
に

良
い
と
い
う
考
え
方
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
週
３
回
４
時
間
の
透
析
を

や
っ
た
場
合
の
事
で
、
毎
日
と
か

Ｉ
日
お
き
に
や
っ
た
ら
、
こ
の
考

え
方
は
全
部
崩
さ
れ
る
訳
で
す
。

時
代
が
変
わ
る
と
ど
れ
が
良
い
か

が
変
わ
る
と
い
う
事
で
す
。
最
近

は
オ
レ
オ
ポ
ー
ラ
ス
と
い
う
Ｃ
Ａ

Ｐ
Ｄ
の
大
家
が
、
血
液
透
析
積
＝

　

（
透
析
時
間
）

　

×

　

（
―
週
間
の
透

析
回
数
）
と
い
う
の
を
言
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
だ
と
週
の
回
数
を
増

や
す
と
非
常
に
透
析
量
が
多
く
な

る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
や
は
り
、

こ
れ
か
ら
は
こ
う
い
う
方
向
に
向

か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

柳
田
邦
男
さ
ん
が
「
防
災
会
議

は
何
を
防
げ
る
か
」
と
い
う
本
で
、

簡
単
に
言
え
ば
、
物
の
発
達
（
文

明
）
と
人
間
の
能
力
・
あ
る
い
は

動
物
の
能
力
に
ず
れ
が
お
き
る
と
、

そ
れ
が
事
故
と
か
惨
事
の
原
因
だ

と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
透
析

に
あ
て
は
め
る
と
、
1
9
6
9
年

透
析
が
始
ま
っ
た
頃
ダ
イ
ア
ラ
イ

ザ
ー
の
除
水
最
は
１
時
間
で
６
０

０
Ｆ
５
時
間
透
析
で
３
口
し
か

引
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
2
0
0
4

年
、
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
は
値
段
が

安
く
な
り
、
除
水
几
ｍ
は
１
時
間
で

計
算
上
は
1
8
Q
≫
で
す
。
け
れ
ど
皆

さ
ん
方
の
身
体
が
つ
い
て
い
け
な

い
の
で
す
。
私
９
に
昭
増
え
て
き
ま

し
た
、
機
械
で
除
水
し
よ
う
と
思

え
ば
3
0
分
あ
れ
ば
引
け
ま
す
。
し

か
し
、
皆
さ
ん
ど
の
く
ら
い
体
重

が
引
け
る
と
思
い
ま
す
か
？
お
そ

ら
く
３
０
０
～
６
０
０
∞
ぐ
ら
い

し
か
引
け
ま
せ
ん
。
５
分
経
っ
た

ら
血
圧
が
下
が
っ
て
心
臓
が
止
ま
っ

て
死
ん
で
ま
す
か
ら
、
そ
れ
以
上

は
引
け
な
い
の
で
す
。
こ
れ
が
人

間
の
能
力
と
物
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
の

で
す
。
こ
こ
を
勘
違
い
し
て
も
ら
っ

て
は
困
り
ま
す
。
厳
格
に
や
り
ま

す
と
透
析
間
の
体
重
の
増
加
（
ド

ラ
イ
ウ
ェ
イ
ト
か
ら
み
て
）
は
３
～

５
％
で
す
。
そ
う
す
る
と
４
時
間

透
析
で
だ
い
た
い
１
時
間
当
た
り

Ｏ
・
7
5
a
＞
が
限
度
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
以
上
引
け
る
人
も
い
ま

す
。
例
え
ば
Ｈ
Ｄ
Ｆ
で
、
補
液
を

し
な
が
ら
た
く
さ
ん
引
い
て
尿
毒

素
を
ど
ん
ど
ん
だ
す
と
い
う
方
法

や
、
名
古
屋
で
は
じ
ま
っ
た
プ
ッ

シ
ュ
プ
ル
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
く
た
く

　

８

さ
ん
除
水
す
る
と
血
圧
が
低
下
し

足
が
つ
っ
て
頭
痛
が
し
、
透
析
が

終
わ
っ
た
後
は
こ
わ
く
て
、
「
先
生

こ
れ
以
上
長
い
透
析
は
嫌
で
す
。
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
あ
る
程

度
の
解
決
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
は
臨
／
Ｖ

　

（
透
析
址
）
と
い
う
の
を
使
い
ま

す
。
私
も
使
い
ま
す
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
ほ
う
で
は
使
い
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
国
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

こ
れ
を
使
っ
て
、
わ
か
っ
て
い
る



の
は
迦
３
回
透
析
で
ａ
／
Ｖ
が
１
・

４
以
上
あ
れ
ば
死
亡
も
減
る
し
、

入
院
す
る
人
も
減
る
と
い
う
事
で

す
。
し
か
し
こ
れ
以
外
に
わ
か
ら

な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

（
図
３
）
透
析
時
間
の
変
遷
で
す

ｆ
４
ｓ

力

一
番
始
め
は
１
週
１
回
2
4
時

間
透
析
、
す
る
と
１
ヶ
月
も
し
な

い
う
ち
に
多
発
性
の
神
経
炎
と
副

は
高
カ
リ
ウ
ム
血
症
が
よ
く
お
き

ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
週
３
回
の

透
析
は
保
険
点
数
で
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
週
２

回
透
析
は
大
変
で
皆
さ
ん
方
は
一

生
懸
命
が
ん
ば
っ
た
と
思
い
ま
す
。

た
ま
に
体
重
増
加
で
週
３
回
し
、

保
険
請
求
を
し
た
と
こ
ろ
、
保
険

者
か
ら
「
週
２
回
で
い
い
も
の
を

甲
状
腺
機
能
先
進
症
が
お
き
ま
し

　
　

３
回
や
る
と
い
う
理
山
は
何
か
。
」

た
。
こ
れ
は
医
療
側
は
す
ぐ
や
め

ま
し
た
。
次
は
週
２
～
３
回
６
～

８
時
間
。
当
時
、
週
２
回
透
析
で

(図３)
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ia痛，

と
、
言
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

無
知
な
の
で
す
か
ら
教
育
が
必
要

で
す
。
国
を
勁
か
し
て
い
る
人
へ

の
教
育
と
い
う
の
は
非
常
に
必
要

で
す
。
週
３
回
1
0
時
間
、
こ
れ
は

ガ
ス
欠
、
や
っ
て
い
る
ほ
う
も
や

ら
れ
る
ほ
う
も
た
ま
ら
な
い
、
と

い
う
事
で
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
1
9
6
4
年
、
カ
ナ
ダ

の
ウ
ー
ル
ダ
ル
と
い
う
人
が
８
時

間
連
日
透
析
を
す
で
に
や
っ
て
い

ま
し
た
。
た
だ
医
療
費
の
関
係
で

続
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
1
9
6
9
年
、
週
６
回
２
時
間

を
デ
パ
ル
マ
と
い
う
人
が
ず
っ
と

続
け
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
バ
ー
ン
ー

ア
ウ
ト
ー
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
い
、

患
者
さ
ん
の
理
由
で
は
な
く
医
療

側
か
疲
れ
果
て
ス
タ
ッ
フ
側
と
経

済
的
な
理
由
で
続
け
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
す
か
ら
そ
の
透
析
方

法
が
悪
い
と
い
う
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
の
記
憶
で
は
1
9
7
0

年
頃
は
週
２
回
６
時
間
。
そ
れ
か

ら
次
は
週
３
回
４
時
間
、
実
質
４

時
間
半
く
ら
い
。
私
は
４
時
間
半

で
前
後
を
い
れ
る
と
５
時
間
く
ら

い
や
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
週
３

回
４
時
間
が
標
準
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

透
析
を
週
３
回
４
時
間
で
合
計

週
1
2
時
間
で
普
通
の
腎
臓
の
働
き

の
何
％
ぐ
ら
い
か
と
い
う
と
、
約

1
0
％
く
ら
い
、
週
３
回
５
時
間
で

は
1
5
％
で
す
。
皆
さ
ん
に
1
0
％
く

ら
い
の
手
助
け
し
か
し
て
い
な
い

の
で
す
。
そ
し
て
透
析
に
よ
っ
て

尿
素
は
8
0
％
く
ら
い
抜
け
ま
す
が
、

た
と
え
ば
パ
ラ
ク
レ
ソ
ー
ル
と
い

う
も
の
は
3
0
％
し
か
抜
け
ま
せ
ん
。

残
り
の
7
0
％
は
体
の
中
に
残
っ
て

い
く
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
長
く

続
け
て
い
い
わ
け
が
な
く
何
か
の

合
併
症
は
で
る
で
し
よ
う
。

わ
か
っ
て
い
る
こ
と

　
　

（
図
４
）
我
々
医
者
は
ど
の
く

ら
い
知
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と

多
目
に
み
て
も
2
0
％
で
、
ほ
と
ん

ど
栄
養
と
透
析
址
に
関
し
て
で
す
。

心
血
管
系
の
合
併
症
と
リ
ン
は
氷

山
の
水
の
下
の
部
分
で
す
。
リ
ン

は
「
沈
黙
の
殺
人
者
」
と
い
わ
れ

(図４)

我々はどれだけのことを知っているか？
(1994)改変シユチユアー：ローリー，
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て
い
ま
す
、
リ
ン
が
７
暉
／
ｄ
だ

と
言
っ
て
症
状
は
な
く
て
も
、
そ

の
間
に
血
管
が
石
灰
化
し
冠
血
管

が
詰
ま
っ
た
と
か
バ
イ
パ
ス
も
で

き
な
い
と
い
わ
れ
、
足
の
血
管
が

詰
ま
っ
て
潰
瘍
が
で
き
た
と
か
に

な
り
ま
す
。
リ
ン
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
栄
養
で
す
が
、

我
々
は
皆
さ
ん
方
の
食
べ
る
物
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
皆
さ
ん
方
に
や
っ
て
も
ら
わ

な
い
と
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
適
切
な
食
事
と
は
何
か
と
い
う

と
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
が
結
構
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
昔
、
週
２
回
透
析
で
す
と

非
常
に
高
カ
ロ
リ
ー
が
必
要
で
中

性
脂
肪
が
あ
か
っ
て
困
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
、
中
性
脂
肪
と
い

う
の
は
冠
血
管
疾
患
の
危
険
因
子

の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
当
時
は
あ
ま
り
気
に
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
最
近
は
カ
ロ
リ
ー
が
減
っ

て
き
ま
し
た
の
で
高
脂
血
症
の
問

題
が
か
な
り
減
り
ま
し
た
。
電
解

質
な
ど
の
制
限
は
昔
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は

栄
養
状
態
に
と
っ
て
は
、
適
切
な

た
ん
ば
く
質
摂
取
と
カ
ロ
リ
ー
摂

取
の
バ
ラ
ン
ス
が
非
常
に
重
要
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
リ
ン
を
計
算

し
て
１
日
７
０
０
昭
に
苦
労
し
て

下
げ
て
も
カ
ロ
リ
ー
が
足
り
な
い

と
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
カ
ロ
リ
ー

を
摂
る
と
い
っ
て
も
食
べ
ら
れ
な

い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
私

か
透
析
を
始
め
た
所
で
目
標
に
し

た
の
は
、
透
析
量
だ
と
か
そ
の
よ

う
な
考
え
方
で
は
な
く
も
っ
と
も

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
と
い
い
ま
す
か
簡
単

な
、
皆
さ
ん
が
ご
飯
を
食
べ
ら
れ

る
よ
う
な
透
析
を
し
た
い
と
い
う

事
で
す
。
色
々
な
こ
と
を
や
り
、

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
鶏
と
卵
症
候
群
」
と
言
っ

て
元
気
な
患
者
さ
ん
が
良
く
食
べ

ら
れ
る
の
か
、
栄
養
が
良
い
と
Ｑ

Ｏ
Ｌ
が
上
が
る
の
か
と
い
う
事
で

す
が
、
ど
こ
か
で
突
破
口
を
開
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実
際
は

栄
養
状
態
の
指
標
で
あ
る
血
清
ア

ル
ブ
ミ
ン
が
４
・
５
ｇ
／
ｄ
以
上

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
血
清
ア

ル
ブ
ミ
ン
が
４
ｇ
／
ａ
よ
り
下
が

る
と
５
年
間
で
死
亡
率
が
5
0
％
ぐ

ら
い
に
な
り
ま
す
。
４
ｇ
／
ｄ
以

上
に
す
る
の
に
ア
ル
ブ
ミ
ン
（
保

険
適
用
外
）
を
ど
ん
ど
ん
注
射
す

る
と
皆
さ
ん
の
体
の
中
で
ア
ル
ブ

ミ
ン
を
作
る
力
が
落
ち
ま
す
。
一

時
は
補
給
さ
れ
て
も
次
に
は
ま
た

下
が
り
ま
す
。
た
だ
一
時
的
に
使

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事

は
あ
り
、
こ
れ
は
他
の
薬
剤
と
同

じ
で
す
。
た
ん
ぱ
く
の
摂
取
址
は

皆
さ
ん
が
通
っ
て
い
る
透
析
の
先

生
、
栄
養
士
さ
ん
の
言
う
事
を
問

い
て
下
さ
い
。
標
準
的
に
は
体
重

１
㎏
当
た
り
１
～
１
・
２
刄
以
摂
っ

て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
そ
の
摂
取

址
で
今
の
体
重
で
す
か
ら
そ
の
ま

ま
で
や
っ
て
い
く
と
痩
せ
て
き
ま

す
。
心
血
竹
障
害
は
学
会
で
も
問

題
に
な
っ
て
お
り
一
番
の
関
心
事

で
す
。
死
因
の
4
6
％
位
は
心
脳
血

管
系
の
障
害
で
す
。
こ
の
障
害
に

対
し
透
析
址
や
、
例
え
ば
尿
素
窒

素
が
ど
の
位
下
が
っ
た
ら
よ
く
な

る
と
い
う
指
標
は
ま
だ
な
い
で
す
。

心
血
管
系
の
障
害
の
指
標
と
し
て

は
、
あ
る
と
す
る
と
血
圧
で
す
。

心
臓
の
左
室
肥
大
は
透
析
に
入
る

前
に
こ
う
い
う
状
態
に
あ
る
人
は
、

透
析
に
入
っ
て
か
ら
も
非
常
に
悪

く
な
り
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
透
析
間
の
体
重
の
増
加

と
い
う
の
は
、
高
血
圧
に
も
心
肥

０



大
に
も
関
係
し
ま
す
。
血
圧
は
透

析
間
の
体
重
の
増
加
に
比
例
し
て

上
が
っ
て
き
ま
す
。
体
重
5
0
に
昭
で

２
に
昭
体
重
が
増
加
す
る
と
平
均
血

圧
が
８
皿
ほ
ぐ
ら
い
上
が
り
ま
す
。

高
血
圧
が
も
と
も
と
あ
る
人
は
倍

く
ら
い
上
が
り
、
ど
ち
ら
の
人
も

体
重
の
増
加
が
体
重
5
0
に
昭
の
人
で

１
㎏
く
ら
い
で
あ
れ
ば
あ
ま
り
上

が
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
体
重
当
た

り
の
時
間
除
水
量
が
多
い
と
致
命

率
に
も
関
係
し
ま
す
。
心
筋
肥
大

で
す
が
何
故
大
き
く
な
る
か
と
い

う
と
、
た
と
え
ば
体
重
が
増
え
る

と
そ
れ
に
よ
り
引
っ
張
る
機
械
的

な
伸
展
と
、
液
性
の
因
子
と
し
て

あ
る
体
の
中
の
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
と
か
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
、
カ
テ
コ
ー

ル
ア
ミ
ン
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
が
関

係
し
心
筋
が
厚
く
な
る
の
で
す
。

皆
さ
ん
、
透
析
を
や
っ
て
血
圧
が

下
が
る
と
カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン
を

使
い
ま
す
。
そ
こ
で
使
わ
な
い
と

命
が
と
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
仕
方

な
く
使
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
こ

ら
へ
ん
を
忠
者
さ
ん
は
認
識
し
て

い
た
だ
か
な
い
と
だ
め
だ
と
思
う

の
で
す
。
も
う
一
つ
大
事
な
事
は

た
ん
ぱ
く
の
異
化
作
用
で
す
。
体

の
た
ん
ぱ
く
が
分
解
さ
れ
る
と
い

う
の
が
異
化
作
用
、
作
ら
れ
る
の

が
同
化
作
用
で
、
こ
れ
が
毎
日
行

な
わ
れ
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る

か
ら
一
定
の
体
重
を
維
持
で
き
る

の
で
す
。
異
化
作
用
が
強
く
な
る

と
筋
肉
が
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て

痩
せ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
、
異
化

作
用
と
い
う
の
を
あ
る
程
度
抑
え

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
体
の
中

の
窒
素
、
た
ん
ぱ
く
を
作
っ
て
い

る
材
料
が
透
析
で
ど
う
な
る
か
と

い
う
と
、
た
ん
ぱ
く
を
作
る
材
料

の
ア
ミ
ノ
酸
と
か
グ
ル
コ
ー
ス
な

ど
が
失
わ
れ
ま
す
。
す
る
と
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
た
ん
ぱ
く
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
痩
せ
て
き
て
筋
肉
量

が
減
っ
て
、
そ
の
あ
と
の
透
析
の

倦
怠
感
と
い
う
の
は
非
常
に
強
く

な
り
ま
す
。
後
で
説
明
し
ま
す
が
、

代
謝
性
ア
シ
ド
ー
シ
ス
が
異
化
作

用
に
大
き
く
関
係
し
て
い
て
、
ア

シ
ド
ー
シ
ス
を
補
正
・
改
善
す
る

と
そ
れ
だ
け
で
た
ん
ぱ
く
の
バ
ラ

ン
ス
（
窒
素
バ
ラ
ン
ス
）
が
良
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
血
液
透
析
で

血
液
が
透
析
膜
に
触
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
異
化
を
起
こ
し
ど
ん
ど
ん

体
を
分
解
す
る
物
質
が
で
き
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
は
、
ダ
イ
ア
ラ
イ

ザ
ー
に
よ
っ
て
も
違
い
、
こ
の
ダ

イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
が
一
番
良
い
と
い

う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ

欠
点
も
あ
り
ま
す
。
運
動
で
す
が
、

新
潟
の
信
楽
園
の
平
沢
先
生
が
非

常
に
厳
格
な
適
応
基
準
を
持
っ
て

患
者
さ
ん
を
選
択
し
運
動
療
法
を

し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
３
ヶ
月

で
迎
動
強
度
（
メ
ッ
ツ
）
が
Ｉ
メ
ッ

ツ
多
く
な
り
、
最
大
酸
素
摂
取
址

が
少
し
増
え
ま
し
た
。
我
々
は
運

動
す
る
と
酸
素
が
取
り
込
ま
れ
そ

の
間
は
運
勁
が
で
き
る
訳
で
す
が
。

い
く
ら
運
動
址
を
増
し
て
も
そ
れ

以
上
酸
素
が
取
り
込
め
な
い
状
態

が
あ
り
そ
れ
を
最
大
酸
素
摂
取
量

と
い
い
ま
す
。
健
康
人
は
4
3
E
0
2
／

に
昭
／
・
四
位
、
透
析
患
者
さ
ん
は
健

康
人
の
半
分
の
2
3
耐
し
／
㎏
／
・
四

位
で
す
。
８
時
間
労
働
が
疲
れ
ず

行
な
え
る
の
は
ど
う
い
う
酸
素
状

態
か
と
い
う
と
、
最
大
酸
素
摂
取

址
の
4
0
％
が
必
要
と
い
う
の
が
生

理
の
事
実
で
す
。
で
す
か
ら
皆
さ

ん
が
８
時
間
働
い
た
ら
疲
れ
て
仕

事
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、
不
思

議
で
は
な
く
当
た
り
前
で
す
。
そ

れ
を
ど
う
や
っ
て
少
し
で
も
上
げ

て
い
く
か
と
い
う
事
。
マ
ラ
ソ
ン

と
非
常
に
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

代
謝
性
ア
シ
ド
ー
シ
ス
の
話
で

す
が
、
メ
リ
ル
の
水
素
イ
オ
ン
仮

説
（
1
9
7
1
年
）
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
皆
さ
ん
方

の
会
報
を
読
ん
で
も
色
々
な
患
者

さ
ん
向
け
の
本
を
読
ん
で
も
書
い

て
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
特
に

お
話
し
ま
す
。
ア
シ
ド
ー
シ
ス
と

い
う
体
が
酸
性
に
傾
い
て
い
る
状

11



態
は
体
の
す
べ
て
を
狂
わ
せ
る
と

い
う
も
の
で
す
。
健
康
人
の
体
内

で
色
々
な
代
謝
を
す
る
酵
素
が
働

い
て
Ａ
と
い
う
物
質
が
Ｂ
と
い
う

物
質
に
分
解
さ
れ
、
プ
ラ
ス
の
水

素
イ
オ
ン
は
体
の
中
で
毎
日
作
ら

れ
て
い
て
尿
に
な
っ
て
多
い
も
の

は
捨
て
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
尿

に
な
っ
て
出
る
と
こ
ろ
が
ブ
ロ
ッ

ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

こ
の
水
素
イ
オ
ン
は
体
の
中
で
数

が
増
し
、
Ａ
と
い
う
物
質
が
分
解

し
て
別
な
も
の
に
変
え
よ
う
と
思
っ

て
も
、
こ
う
い
う
状
態
で
は
変
え

ら
れ
な
い
の
で
、
も
と
の
物
質
が

多
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
た
く
さ

ん
た
ま
る
と
尿
毒
症
が
で
る
の
だ

ろ
う
と
い
う
の
が
メ
リ
ル
の
仮
説

で
す
。
ほ
ん
の
わ
ず
か
よ
り
実
証

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
仮
説
と
い
う

の
は
、
結
構
莫
理
が
あ
る
も
の
で

す
。
透
析
患
者
さ
ん
は
ア
ル
カ
リ

性
の
物
質
が
透
析
前
に
は
減
っ
て

い
て
、
両
が
低
下
す
る
と
い
っ
て

も
い
い
で
す
が
、
ア
シ
ド
ー
シ
ス

の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
透
析
後
は

重
曹
と
い
う
の
を
使
っ
て
炭
酸
ガ

ス
を
補
い
重
炭
酸
を
上
げ
、
ア
シ

ド
ー
シ
ス
を
改
善
し
て
い
く
の
で

す
。
ア
シ
ド
ー
シ
ス
の
状
態
で
は
、

ア
ル
ブ
ミ
ン
の
合
成
障
害
や
た
ん

ぱ
く
の
消
耗
の
仕
方
が
悪
く
、
色
々

な
筋
肉
内
の
分
解
物
が
薔
積
し
て

筋
肉
の
疲
労
が
お
き
、
食
欲
不
振
、

疲
労
が
蓄
積
し
ま
す
。
副
甲
状
腺

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
ア
シ
ド
ー

シ
ス
自
体
で
も
骨
を
融
解
し
ま
す
。

身
近
な
も
の
で
は
高
カ
リ
ウ
ム
血

症
も
お
き
ま
す
。
ま
た
、
ア
シ
ド
ー

シ
ス
が
あ
る
と
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン

と
か
カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン
の
分
泌

が
商
く
な
り
左
心
室
肥
大
も
お
き
、

筋
肉
址
の
減
少
、
栄
養
不
良
も
お

き
ま
す
。
ア
シ
ド
ー
シ
ス
の
改
善

が
さ
れ
れ
ば
筋
肉
址
の
減
少
は
少

な
く
な
り
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
の
合
成

が
良
く
な
り
、
左
心
室
肥
大
も
良

く
な
り
ま
す
。
希
望
は
捨
て
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

長
時
間
透
析
と
連
日
透
析

　

哲
学
者
の
ヘ
ー
ゲ
ル
と
い
う
人

が
「
歴
史
と
い
う
の
は
、
今
か
ら

み
て
十
分
に
検
討
し
て
こ
れ
で
正

し
い
と
思
っ
た
が
、
時
代
が
変
わ

る
と
違
う
。
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

透
析
も
そ
の
時
代
の
社
会
的
な
影

響
を
受
け
、
皆
さ
ん
が
週
３
回
４

時
間
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
れ
ば

長
時
間
透
析
や
連
日
透
析
な
ど
は

考
え
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
が
こ

れ
は
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
り

ま
せ
ん
。
フ
ラ
ン
ス
の
タ
ッ
シ
ヤ

ン
の
シ
ヤ
ラ
と
い
う
人
が
週
３
回

１
回
８
時
間
の
透
析
を
3
0
年
続
け

ま
し
た
。
世
界
一
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
結
果
、
ａ
／
Ｖ
は
１
・
４

以
上
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
と
い
う
た
ん
ぱ
く

摂
取
の
指
標
は
約
１
・
２
ｇ
／
㎏

以
上
、
実
際
に
栄
養
調
査
を
す
る

と
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
た
ん
ぱ
く

摂
取
最
は
１
・
２
ｇ
／
㎏
。
こ
れ

は
お
す
す
め
で
す
。
驚
き
は
食
塩

摂
取
量
が
５
ｇ
／
日
、
こ
れ
が
鍵

（図５）

８時間週３回透析での透析後体重と
透析前平均血圧の変化(Charra 1998)
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で
す
。
透
析
間
の
体
重
増
加
は
１
・

６
㎏
、
生
存
率
も
す
ば
ら
し
い
成

績
で
す
。
（
図
５
）
週
３
回
８
時

間
の
透
析
で
体
重
と
血
圧
は
ど
う

変
わ
っ
て
い
っ
た
か
で
す
が
、
"
＜
‐
ぶ

と
い
う
の
は
週
３
回
４
時
間
透
析

を
し
て
い
た
時
点
で
、
”
―
’
が
週

３
回
８
時
間
透
析
を
し
て
１
ヶ
月

後
で
す
。
ド
ラ
イ
ウ
ェ
イ
ト
は
6
4
に
昭

だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
８
時

間
に
す
る
と
２
に
昭
下
が
っ
て
い
ま



す
。
い
か
に
ド
ラ
イ
ウ
ェ
イ
ト
と

い
う
の
が
当
て
に
な
ら
な
い
か
、

透
析
方
法
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う

事
で
す
。
平
均
血
圧
は
１
２
０
皿

ほ
が
１
ヶ
月
後
１
０
５
皿
ほ
に
な

り
、
体
重
は
６
ヶ
月
後
か
ら
回
復

し
1
2
ヶ
月
後
に
は
6
3
・
４
に
昭
位
。

実
質
筋
肉
址
が
増
え
た
の
で
す
。

北
海
道
で
も
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
す
が
、
口
本
で
一
番
有

名
な
の
は
福
島
県
の
「
か
も
め
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
で
、
８
時
間
や
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
経
験
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
体
重
増
加
を
お
こ

し
た
く
さ
ん
引
い
た
後
、
口
渇
が

強
く
な
り
、
す
る
と
透
析
間
に
体

重
が
ま
た
増
え
血
圧
も
２
・
３
日

で
上
が
り
ま
す
。
シ
ヤ
ラ
に
よ
る

と
５
時
間
透
析
を
８
時
間
に
す
る

と
透
析
中
の
血
圧
低
下
の
頻
度
は

1
3
～
７
％
に
減
り
、
筋
痙
輦
は
変

わ
ら
ず
、
頭
痛
は
少
し
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
「
か
も
め

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
は
４
時
間
透
析

の
時
は
1
0
年
生
存
率
が
約
半
分
、

８
時
間
透
析
を
し
ま
し
た
ら
8
5
％

ま
で
亡
く
な
る
人
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
４
時
間
の
時
は
年
間
死

亡
率
約
1
0
％
が
、
６
時
間
で
は
そ

の
半
分
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
６
時
間
で
も
な
ん
と
か
成
績

は
良
く
な
り
そ
う
で
す
。
降
圧
薬

を
服
用
す
る
人
も
6
0
％
か
ら
半
分

に
減
り
ま
す

　

次
に
連
日
透
析
で
す
が
、
1
9

7
2
年
既
に
よ
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
ペ
ル
ー
ジ
ャ

に
1
5
年
に
わ
た
り
短
時
間
の
連
続

透
析
を
し
た
よ
い
病
院
が
あ
り
ま

す
。
色
々
な
薬
で
も
血
圧
が
下
が

ら
な
か
っ
た
の
が
連
日
透
析
に
変

え
た
ら
血
圧
が
お
さ
ま
り
、
血
圧

の
薬
は
い
ら
な
く
な
り
、
透
析
中

に
血
圧
が
下
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
方

法
は
医
療
費
が
商
騰
す
る
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
さ
れ
、
技
術
的
な

問
題
も
あ
り
一
般
に
受
け
入
れ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
連
続
透
析
は

保
険
点
数
で
認
め
ら
れ
る
事
や
施

設
や
機
器
の
事
な
ど
皆
さ
ん
が
心

配
な
く
で
き
る
よ
う
な
す
べ
て
の

発
達
が
必
要
で
す
。

　

透
析
と
い
う
の
は
非
自
然
的
な

も
の
で
す
。
体
に
と
っ
て
当
た
り

前
で
な
い
事
を
や
っ
て
い
る
の
で

気
を
使
う
わ
け
で
す
。
針
を
刺
し

て
血
液
を
ま
わ
し
て
徐
水
最
を
設

定
し
て
時
問
に
な
っ
た
ら
終
わ
り

で
す
と
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で

す
。
シ
ェ
ル
ス
ト
ラ
ン
ド
と
い
う

(図６)

短時間連日透析の結果

Baseline　S-DHD 1年目　Ｓ･DHO 4年目
平均血圧　　94　　　　92　　　　93

左室後璧厚　　5.54　　　4.99　　　4.87
アルブミン　　3.81　　　　4.1　　　　4.7

体重増加　　　　　　　～2.3kg　　～3.2kg

Ｐ　Ｃ　Ｒ　　Ｉ．２　　　　１．４　　　　１．５

Ｄ　Ｉ　Ｐ　　Ｉ．３　　　　１．８　　　　１．６

カロリー　　35　　　　41.4　　　42.7

Kl VlWeeWy) 4.2Ci.4''s) 4.8(0.8/s)

B　M　1　　20.5　　　21,4　　　21.5

人
は
週
３
回
の
透
析
が
体
に
と
っ

て
当
た
り
前
で
は
な
い
事
を
や
っ

て
い
る
と
い
う
事
で
、
非
生
理
指

数
と
い
う
も
の
を
求
め
て
こ
の
指

数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
色
々
な

病
気
が
で
る
と
い
う
考
え
方
を
し

ま
し
た
。
週
３
回
だ
と
色
々
な
も

の
が
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
し
、

体
重
も
増
え
ま
す
。
風
船
も
膨
ら

ま
し
た
り
縮
め
た
り
し
て
い
た
ら

割
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
と
同

じ
こ
と
を
皆
さ
ん
方
の
中
で
や
っ

て
い
る
人
が
い
る
の
で
す
。
振
幅

の
幅
が
大
き
な
振
り
子
は
疲
れ
ま

す
。
確
か
に
疲
れ
ま
す
。

　

（
図
６
）
平
均
4
5
歳
、
1
5
名
で
、

週
３
回
４
時
間
（
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
）
の

時
と
短
時
間
連
続
透
析
週
６
回
２

時
間
（
Ｓ
-
Ｄ
Ｈ
Ｉ
）
）
の
４
年
間
を
比

べ
る
と
、
心
臓
の
壁
の
厚
さ
が
確

実
に
小
さ
く
な
り
、
ア
ル
ブ
ミ
ン

も
体
重
も
増
え
ま
し
た
。
体
が
水

分
で
は
な
く
太
っ
て
く
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
連
日
透
析
に
よ
っ
て

色
々
な
事
が
変
わ
り
ま
す
。
（
図
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(図了)

投薬の減少，

■EP0 4000U/Wk 12Pts -3000U/Wk 6Pts

●カリウム吸収抑制薬

　

-66%

●リン吸着剤

　

－75％

●血清リン

　

◆Baseline:　　6.8±1.5mg/dC

　

◆S-DHDlast :　5.0±1.2iTig/dC

■02-MG (ペーター2マイクログロブリン）

　

◆Baseline:　　34.6±10.3μg/dC

　

◆S-DHDIast :　26.2±8.3μg/dfi

了
）
エ
ポ
を
1
2
名
が
使
っ
て
い
た

の
が
、
６
名
が
址
も
少
な
く
な
り

ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
も
約
3
0
％
に
保

た
れ
ま
し
た
。
カ
リ
ウ
ム
吸
着
薬

　

（
カ
リ
メ
イ
ト
、
ケ
イ
キ
サ
レ
イ

ト
）
リ
ン
吸
着
剤
（
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
、
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
）
も

減
り
、
リ
ン
は
６
・
８
啄
／
ａ
が

５
・
Ｏ
昭
／
ｄ
と
い
う
良
い
成
績

に
な
り
ま
し
た
。
山
マ
イ
ク
ロ
グ

ロ
ブ
ミ
ン
3
4
・
６
聞
／
心
か
ら
2
6
・

２
聞
／
ｄ
に
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
今
の
透
析
で
も
可
能
で
す
。

連
続
透
析
は
尿
毒
症
及
び
透
析
に

関
す
る
症
状
を
改
善
し
、
循
環
状

態
、
血
圧
も
良
く
な
り
、
ア
ル
ブ

ミ
ン
や
ア
ミ
ノ
酸
が
増
加
し
貧
血

が
改
善
し
体
重
が
増
え
る
。
睡
眠

状
態
の
無
呼
吸
症
候
群
と
い
う
も

の
も
改
善
さ
れ
、
リ
ン
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
良
く
な
り
、
中
分
子
の

物
質
の
除
去
も
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
毎
日
穿
刺
し
ま
す
が
シ
ャ

ン
ト
ト
ラ
ブ
ル
が
減
少
し
ま
す
。

血
管
が
丈
夫
に
な
る
の
で
刺
し
や

透析方法と透析前BUN

　

RM Lindsay2004

(図８)

六
こ

づ

70

6
0

　

5
0

　

4
0

　

3
0

　

2
0

　

1
0

ｔ
Ｐ
｡
ｅ
≪
（
脈
i
C
k
i
K
i
i
)
　
Ｎ
ｎ
ａ

181512

　　

９

期問（月）

６３０

す
く
な
り
、
体
の
状
態
も
い
い
の

で
修
復
も
早
い
わ
け
で
す
。
ま
た
、

副
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
分
泌
も
抑
制

さ
れ
ま
す
。
（
図
８
）
３
つ
の
透

析
方
法
に
よ
る
透
析
前
の
尿
素
窒

素
（
Ｂ
Ｕ
Ｎ
）
の
値
で
す
が
、
２

時
間
の
連
続
透
析
で
は
4
0
呵
／
ａ

台
半
ば
に
な
り
連
続
夜
間
８
時
間

透
析
で
は
3
5
㎎
／
ｄ
ぐ
ら
い
で
、

振
り
子
に
な
ら
な
い
の
で
す
。

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
か

　

透
析
療
法
は
進
歩
し
た
か
？
と

問
い
ま
す
と
、
私
は
進
歩
し
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
透
析
機
器
が

良
く
な
っ
て
き
た
か
ら
い
く
ら
で

も
水
が
と
れ
る
時
間
も
短
く
し
て

良
い
の
だ
と
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
に
や
っ
て
も
1
0
％
よ
り
皆
さ
ん

の
助
け
を
し
て
い
な
い
の
は
事
実

な
の
で
す
。
そ
れ
が
何
故
進
歩
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

（
図
９
）
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表

ジ
ー
コ
監
１
　
の
言
葉
に
「
私
が
日

本
に
き
て
感
じ
た
の
は
、
日
本
の

サ
ッ
カ
ー
選
手
は
基
本
が
で
き
て

い
な
い
と
い
う
事
で
し
た
。
」
と
あ

り
ま
す
。
基
本
が
で
き
て
い
な
い

と
い
う
の
が
日
本
人
の
特
徴
で
す
。

頭
を
上
げ
て
他
の
患
者
さ
ん
の
状

態
を
見
て
、
自
分
と
ど
こ
が
違
う

の
か
、
や
っ
て
い
る
事
は
ど
う
な

の
だ
ろ
う
と
見
る
。
そ
れ
か
ら
、

血
圧
を
測
る
時
も
少
し
体
を
動
か

し
た
だ
け
で
違
い
ま
す
か
ら
、
落

ち
着
い
て
一
度
測
っ
た
ら
２
分
間

お
い
て
も
う
一
度
測
り
ま
す
。
味

(図９)

透析療法は道を間違つたか？

　　　　　　　　

社会通年の違い

「私が日本で感じたのは、日本のサッカー選手ぱ基本が

　　　　　　　

できてないことでした｡」

　　　　　　

１．頭を上げて、周りを見ろ。

　　　　　　　　　

２．落ち着け。

　　　　　　　　

３．味方の声を聞け。

　　　　　　

４．シュートの精度を上げろ。

　　　　　　　　

日本代表監督ジーコ

14



方
の
声
を
聞
け
と
い
う
事
、
こ
れ

は
是
非
や
っ
て
下
さ
い
。
患
者
さ

ん
同
士
で
、
こ
う
し
て
い
る
な
ど

の
話
を
聞
い
て
自
分
な
り
に
取
り

入
れ
ま
し
よ
う
。
そ
れ
か
ら
シ
ュ
ー

ト
の
精
度
を
上
げ
ろ
、
こ
れ
は
体

重
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
少
し

づ
つ
良
く
し
て
み
よ
う
と
い
う
熱

意
、
や
る
気
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

（
図
1
0
）
透
析
医
会
の
至
適
透
析

条
件
と
全
国
達
成
率
と
私
の
所
の

デ
ー
タ
で
す
。
至
適
透
析
条
件
が

(図10)

至適透板扱指揮の例と違成率
ん達は頑張つたかいかに患;

-

透析指喋 至適条件 全国達成率 達成寓

体重減少率 4-6% 40 87

１回の透析時間 ５時間以上

標準化透析量 1.6以上 16 53

ＳﾂﾚﾌﾁこﾝUtiS 100%以上 57 73

血清アルブミン *.Og/dt以上 73

血清リン濃度 4－6･･/哨 73

1;･ﾏｲｸﾛｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ 30k/1以上 39 80
ヘマトクリット櫨 30-35% 45 53

心　胸　比 5a％未満 45 67

平均血圧 100-120:・祓jg 50 6a

満
点
だ
か
ら
良
い
透
析
か
と
い
う

と
そ
れ
は
別
の
話
で
す
が
。
英
語

で
ヘ
モ
ダ
イ
ア
リ
シ
ス
は
血
液
透

析
と
訳
し
ま
し
た
が
、
今
は
範
囲

が
非
常
に
広
が
り
血
液
浄
化
法
と

訳
し
ま
す
。
私
は
セ
ル
ダ
イ
ア
リ

シ
ス
（
細
胞
浄
化
法
）
と
い
う
事

を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
当
時
名
古

屋
で
も
っ
て
セ
ル
ウ
オ
ッ
シ
ュ
と

い
う
言
葉
を
使
わ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
が
、
要
は
皆
さ
ん
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
細
胞
が
元
気
で
正
常

な
生
活
を
送
ら
れ
る
透
析
が
で
き

れ
ば
良
い
訳
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
の

ジ
ー
コ
監
９
　
の
事
で
す
が
、
ア
ウ
ェ

イ
で
２
回
勝
っ
た
、
３
回
も
勝
っ

た
、
そ
の
経
験
で
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
で
き
る
訳
で
す
。
そ
こ
が
乗

り
切
れ
な
い
人
に
は
い
く
ら
こ
う

や
っ
た
ら
点
が
取
れ
る
と
い
っ
て

も
取
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

透
析
も
同
じ
で
す
。
私
は
透
析
医

療
を
長
く
や
っ
て
き
て
、
「
教
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
い
う
の
は

本
当
だ
と
思
い
ま
す
。
体
験
な
ん

で
す
。
そ
し
て
皆
さ
ん
方
自
身
が

壁
を
乗
り
越
え
、
納
得
し
、
何
か

や
り
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
事
で
す
。
体
重
が
増
え
る
、

血
圧
が
高
い
、
私
の
お
す
す
め
は

塩
分
を
１
ヶ
月
位
か
け
て
ほ
ん
の

少
し
づ
つ
制
限
す
る
。
す
る
と
、

体
重
が
増
え
な
く
な
り
透
析
中
も

色
々
な
事
を
し
な
く
て
す
み
楽
で

疲
れ
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
運
勁

は
、
体
の
症
状
が
あ
っ
た
り
、
「
苦

し
い
け
ど
が
ん
ば
っ
た
。
」
と
い
う

の
は
止
め
て
下
さ
い
。
１
週
6
5
分

を
週
３
回
に
分
け
る
、
―
回
2
0
分

歩
き
、
辛
か
っ
た
な
ら
1
5
分
に
し

て
下
さ
い
。
そ
れ
が
楽
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
ま
た
少
し
の
ば

し
て
く
だ
さ
い
。
無
理
す
る
と
悪

い
方
に
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
少

し
づ
つ
自
分
の
範
囲
を
広
げ
て
い

く
と
い
う
事
が
新
し
い
人
生
の
創

造
な
わ
け
で
す
。

　

最
後
に
、
社
会
の
通
念
と
い
う

の
は
非
常
に
重
要
で
す
。
何
が
通

念
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
、
も
う

－ ・ － ・ － ・ － ･ － ● － 丿㎜ ● － ● － ●－ ● － ● － ● － ● － ● － ● ●

一
度
見
直
し
て
批
判
し
な
け
れ
ば

だ
め
で
す
。
社
会
通
念
や
、
透
析

の
手
段
が
変
わ
っ
た
場
合
に
は
、

今
の
概
念
は
全
然
あ
て
は
ま
ら
な

い
と
い
う
所
を
頭
に
入
れ
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

－ ● － ・ 二 ●－ ● － ■ ・－ ● － ● － ● － ●
－ ● － ● － ● － ・ 皿 ●

Ｓ
’
Ｓ
゛
－
・
Ｉ
・
Ｉ
・
１
』

－ ● － ● － ･ － ・ － ●－ ● － ■ － ● 二 丿 二 ●－ ● － ・ ・● － ● － ４ － 丿 － ●
－ ・ － ・ － ● － ● ●－ ● 〃 ● － ● － ● － ●

－ ● 〃 ● － ● － ● ●W ● － ●
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医
療
講
演
会

講
師

　

小
樽
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　
　
　

シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

院
長
河
口
道
夫
先
生

〈
略

　

歴
〉

1
9
6
1
年

　

北
海
道
大
学
医
学
部
卒
業

1
9
6
6
～
1
9
6
8
年

　

米
国
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
留
学

1
9
7
2
年

　

北
海
道
健
康
保
険
北
辰
病

　

院
腎
臓
内
科
部
長

1
9
7
6
年

　

旭
川
医
科
大
学
非
常
勤
講
師

1
9
7
6
～
2
0
0
1
年

　

河
口
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設

2
0
0
3
年
６
月

　

小
樽
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
ジ
ョ

　

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

″Ｌ
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.



幌〉く札

　

平
成
９
年
1
0
月
の
「
臓
器
移
植
法
」
の
施
行
か
ら
了
年
。
毎
年
1
0
月
を
国
が
臓
器
移
植
推
進
月

間
に
定
め
て
い
ま
す
。
北
海
道
で
は
全
国
に
先
が
け
９
月
2
6
日
闇
と
そ
の
他
各
地
の
健
康
ま
つ
り

等
に
協
賛
し
、
旭
川
・
釧
路
・
小
清
水
な
ど
で
も
全
道
1
5
力
所
・
約
３
０
０
名
の
参
加
で
献
腎
へ

の
理
解
と
協
力
を
人
々
に
訴
え
ま
し
た
。

　

〈
札
幌
腎
臓
病
患
者
友
の
会
〉

　

大
通
り
３
・
４
丁
目
を
中
心
に
、

道
庁
・
市
役
所
・
市
立
札
幌
病
院
・

腎
バ
ン
ク
・
北
海
道
移
植
者
協
議

会
・
札
幌
エ
ル
ム
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
・
札
幌
ス
ノ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
・
難
病
連
・
道
腎
協
・
会

員
・
家
族
な
ど
計
6
6
名
の
参
加
に

よ
り
実
施
し
ま
し
た
。
市
立
札
幌

病
院
の
平
野
先
生
と
看
護
師
さ
ん

に
よ
る
無
料
健
康
相
談
・
血
圧
測

定
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
。
全
員
が
ゼ
ッ

ヶ
ン
を
身
に
つ
け
意
思
表
示
カ
ー

ド
こ
７
　
イ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
バ
ー
・
風

船
を
次
々
と
街
行
く
人
に
配
布
し

ま
し
た
。
ま
た
、
マ
イ
ク
を
使
い

ア
ピ
ー
ル
文
を
実
行
委
員
が
交
代

で
読
み
上
げ
、
我
国
で
は
「
臓
器

提
供
思
想
」
と
も
い
う
べ
き
国
民

の
理
解
・
認
識
が
他
の
移
植
先
進

国
と
比
べ
希
薄
で
、
国
民
の
中
に

ま
だ
定
着
し
て
い
な
い
現
状
と
引

き
続
き
臓
器
移
植
・
提
供
に
対
す

る
国
民
の
合
意
を
目
指
し
て
運
動

の
質
、
址
と
も
拡
大
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。
汗
ば
む

陽
気
の
中
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
大

変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
　
　
　

（
報
告

　

部
内

　

繁
雄
）

〈
腎
友
会
滝
川
ク
リ
言
ク
透
析
者
心
会
〉

　

毎
年
、
滝
川
市
主
催
の
健
康
ま

つ
り
に
協
賛
し
参
加
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
は
2
0
周
年
記
念
行
事
と

し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
健
康
フ
ェ
ア
ー
ー
ｎ

滝
川
の
公
開
録
両
撮
り
が
あ
り
、

名
医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
札

幌
医
大
の
島
本
教
授
、
健
康
エ
ッ

セ
イ
で
は
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス

り
ま
し
た
。
来
場
者
も
多
く
な
る

事
が
予
想
さ
れ
、
滝
川
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
と
滝
川
市
青
年
体
育
セ

ン
タ
ー
の
２
ヶ
所
で
1
0
月
３
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
彩
な
行
事

が
あ
り
、
参
加
し
た
市
民
は
約
２
、
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｀
５
０
０
人
。
我
々
の
コ
ー
十
－
に

も
約
８
０
０
Ｌ
へ
が
寄
ご
し
く
れ
、

今
午
は
お
揃
い
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
で

頑
張
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
報
七
‥

　

相
川

　

正
浩
）

　

〈
小
樽
後
志
地
方
腎
友
会
〉

　

1
2
時
3
0
分
か
ら
ウ
ィ
ン
グ
ペ
イ

小
樽
五
番
街
の
噴
水
前
に
お
い
て

1
8
名
の
参
加
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
し
た
。
風
船
・
折
り
紙
・

意
思
衣
示
カ
ー
ド
こ
ｙ
イ
ツ
シ
ュ

〈小樽〉

に
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
付
け
て
配
布

し
、
同
時
に
旧
会
請
願
の
署
名
迦

勁
を
行
い
、
１
４
５
筆
を
集
め
ま

し
た
、
そ
の
後
、
茶
話
会
を
開
き

昼
食
を
収
り
敞
会
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
報
告

　

本
間

　

理
恵
）

　

〈
北
見
地
方
腎
友
会
〉

　

９
月
４
日
出
、
５
日
向
北
―
市

総
へ
‐
福
祉
会
館
を
会
場
に
北
に
巾

ふ
れ
あ
い
広
場
が
「
ふ
れ
あ
い
の

輪
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
．

見〉く北

当
会
で
は
臓
器
移
植
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
・
意
思
衣
示
カ
ー
ド
ニ
７
　
イ
ッ

シ
ュ
・
風
船
等
の
配
布
と
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
と
野
菜
の
特
売
を
行
っ
た
、

新
鮮
野
菜
の
袋
に
詰
め
放
題
は
主

婦
に
人
人
気
。
ホ
ッ
プ
コ
ー
ン
は

当
た
り
く
じ
付
き
で
、
多
く
の
ｆ

供
達
が
買
い
求
め
て
い
っ
た
。

　

９
月
2
6
‐
は
ホ
ス
フ
ー
ル
北
―

と
北
見
東
急
で
1
0
名
の
参
加
に
よ

り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
キ
ャ

ン
ベ
ー
ン
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
な
が

ら
、
一
般
市
民
に
臓
器
移
植
へ
の

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
て
回
っ

た
。

　
　
　
　

（
報
告

　

浅
見

　

恭
行
）

〈
十
勝
地
方
腎
友
会
〉

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
ホ
ス
フ
ー
ル
店
内
に

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
意
思
表
示

カ
ー
ド
を
配
布
し
な
が
ら
、
脳
死

及
び
心
停
止
後
の
腎
侈
値
へ
の
理

解
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
　
　

（
報
告

　

小
笠
原

　

和
枝
）

〈十勝〉

〈
道
南
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
〉

　

９
月
１
９
一
‐
剛
午
前
Ｈ
時
よ
り
、

今
年
は
場
所
を
変
え
て
函
館
市
中

火
部
の
丸
井
今
井
デ
パ
ー
ト
前
に

て
、
桑
島
会
長
を
は
じ
め
各
施
設

の
幹
事
さ
ん
、
函
館
市
保
健
７
　
防

難
病
対
策
技
師
西
山
優
子
様
の
応

援
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し

た
。
天
候
に
恵
ま
れ
人
の
出
入
り

も
多
く
、
意
思
表
示
カ
ー
ド
、
パ

ン
フ
６
０
０
枚
も
短
時
間
の
う
ち

【
／１



ｉ

Ｗ。

　

－

　

ｙ

〈道南〉

に
配
布
さ
れ
、
「
Ｉ
人
で
も
多
く
の

方
に
携
帯
し
て
頂
け
た
ら
」
と
お

願
い
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
報
告

　

筒
井

　

紀
昭
）

　

〈
江
別
腎
臓
病
患
者
会
〉

　

９
月
1
2
日
向
午
前
Ｈ
時
よ
り
、

ド
ナ
ー
び
録
へ
の
理
解
と
協
力
を

求
め
、
ホ
ス
フ
ー
ル
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
砂
沢
会
長
代
理
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
会
員
・
家
族
、
江
別

。
巾
議
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
木

〈江別〉

戸
透
析
室
婦
長
、
看
護
師
、
江
別

桜
会
等
総
勢
2
9
″
Ｊ
‥
の
参
加
で
し
た
。

胸
に
は
侈
植
カ
ー
ド
、
腕
章
、
債

色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
姿
で
、
買
い
物

客
へ
風
船
、
意
思
衣
示
カ
ー
ド
５

〈
オ
ホ
ー
ツ
ク
腎
友
会
〉

　

９
月
1
9
日
間
1
0
時
よ
り
「
2
0

0
4
ふ
れ
愛
広
場
Ｉ
Ｎ
網
走
」
が

開
催
さ
れ
、
毎
年
。
緒
に
腎
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
秋

晴
れ
の
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
役

員
９
名
、
会
員
１
名
の
参
加
で
、

保
健
セ
ン
タ
ー
よ
り
看
護
師
１
名

の
参
加
を
ｍ
き
2
9
名
の
血
圧
測
定

を
行
い
、
「
意
思
表
示
カ
ー
ド
」
等

１
、
０
０
０
組
配
布
と
、
国
会
請

し

０
０
枚
を
配
布
、
一
時
間
ほ
ど
で

　
　

。
ｌ
．
。

記
念
写
真
を
搬
り
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で

　
　

ｔ
ｔ

し
た
。
ご
協
力
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
報
ｔ
佐
藤
政
義
）

ｒ

泗
に
｀

　

‐
ｉ
－
１
．
｀
ｓ

　

。

珊
？

〈オホーツク〉

願
の
署
名
も
同
時
に
行
い
３
９
０

筆
の
署
名
協
力
を
得
ま
し
た
。
反

省
と
し
て
役
‥
貝
・
会
員
の
皆
様
に

会
活
動
に
も
う
少
し
興
味
を
示
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　

（
報
告

　

佐
々
木

　

保
子
）

　

〈
静
内
腎
友
会
〉

　

９
月
1
2
日
剛
静
仁
会
静
内
病
院

祭
に
協
賛
し
て
午
後
９
時
か
ら
午

後
１
時
3
0
分
ま
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
。
患
者
・
家
族
・

〈静内〉
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Ｓ
一
｛

痢
院
か
ら
２
名
の
計
６
名
に
よ
り

　
　

『
‐
Ｊ
‐
一
日
Ｊ
り
い
一

意
思
表
示
カ
ー
ド
ー
チ
ラ
シ
ー

テ
イ
ツ
シ
ュ
・
風
船
を
配
布
し
ま

し
た
。

　
　
　
　

（
報
告

　

橋
本

　

和
弘
）

　

〈
夕
張
腎
臓
病
友
の
会
〉

　

午
前
1
0
時
よ
り
夕
張
石
炭
の
歴

史
村
に
お
い
て
、
会
員
・
家
族
・

透
析
ス
タ
ッ
フ
の
ご
協
力
で
意
思

表
示
カ
ー
ド
ー
チ
ラ
シ
ー
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
風
船
・
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を

配
布
。
当
日
は
天
候
も
よ
く
、
歴

史
村
に
は
家
族
連
れ
の
観
光
客
が

多
く
、
大
変
良
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
報
告

　

渡
辺

　

寿
幸
）

〈
千
歳
腎
友
会
〉

　

例
年
、
７
月
の
第
３
日
曜
日
の

「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
園
祭
り
」
に
お

い
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

か
ら
９
日
Ｔ
'
の
第
４
土
曜
日
に
移
り

　

「
収
穫
祭
」
と
な
り
、
そ
の
一
部

を
借
り
て
９
月
2
5
日
に
キ
ャ
ン
ペ
ー

〈千歳〉

ン
を
行
い
ま
し
た
。
祭
り
の
規
模

は
極
端
に
小
さ
く
な
り
ま
し
た
が
、

我
々
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
自
体
は
多

数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
盛
大

に
行
わ
れ
、
来
場
者
も
例
年
並
の

人
波
で
し
た
。
た
だ
、
土
曜
日
に

な
っ
た
事
に
よ
り
千
歳
腎
友
会
か

ら
の
参
加
者
が
仕
事
や
透
析
の
た

め
少
な
く
、
２
名
だ
っ
た
の
が
悔

や
ま
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
報
告

　

江
島

　

寛
）

〈
苫
小
牧
腎
友
会
〉

　

午
前
Ｈ
時
か
ら
Ｊ
Ｒ
苫
小
牧
北

口
を
拠
点
に
、
会
員
・
家
族
・
行

政
関
係
者
・
苫
小
牧
ラ
イ
オ
ネ
ス

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
総
数
3
3
名
の

参
加
で
実
施
致
し
ま
し
た
。
朝
か

ら
絶
好
の
青
空
が
広
が
り
、
応
援

に
参
加
さ
れ
た
市
議
会
の
先
生
方
・

ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の

紹
介
、
そ
の
後
山
口
会
長
の
挨
拶
、

全
員
で
記
念
写
莫
を
搬
り
、
事
務

〈苫小牧〉

局
か
ら
配
布
の
注
意
事
項
の
説
明

が
な
さ
れ
、
銘
々
が
配
布
に
む
か

い
ま
し
た
。
意
思
表
示
カ
ー
ド
と

チ
ラ
シ
ー
、
０
０
０
枚
、
風
船
２

０
０
個
を
配
布
目
標
と
し
ま
し
た

が
、
参
加
者
が
少
な
く
、
９
５
０

枚
し
か
配
布
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
た
ち
透
析
忠
者
は
日
頃
か
ら
公

費
医
療
制
度
の
恩
恵
を
受
け
て
い

ま
す
か
ら
、
腎
臓
以
外
の
臓
器
移

植
希
望
者
の
為
に
有
意
思
表
示
カ
ー

ド
を
配
る
の
も
ひ
と
つ
の
社
会
貢

献
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
後
、
反
省
会
を
兼
ね
て
昼

食
を
と
り
な
が
ら
、
会
員
相
互
の

近
況
を
話
題
に
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
「
来
年
も
又
お
願
い
し
ま

す
。
元
気
で
が
ん
ば
っ
て
ね
。
」
と

声
掛
け
合
っ
て
散
会
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　

（
報
告

　

河
内

　

英
樹
）
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Ｓ
Ｓ

　

〈
室
蘭
地
方
腎
友
会
〉

　

９
月
1
2
日
向
1
0
時
よ
り
、
第
1
6

回
室
蘭
市
主
催
ふ
れ
愛
ま
つ
り
が

北
海
道
立
専
門
技
術
高
等
学
校
に

於
い
て
開
催
さ
れ
、
体
育
館
内
と

そ
の
周
辺
に
障
害
者
2
1
団
体
が
品

物
を
持
ち
よ
り
出
典
展
示
、
私
た

ち
腎
友
会
も
模
擬
店
で
綿
あ
め
・

コ
ー
ヒ
ー
・
炭
酸
飲
料
等
を
販
売

し
ま
し
た
。
雲
ひ
と
つ
な
い
秋
哺

れ
、
気
温
も
ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
、
市

!ll－゛･

〈室蘭〉

民
の
出
足
も
最
高
で
し
た
（
主
催

者
発
表
１
、
４
０
０
名
）
。
各
種
飲

料
水
を
販
売
し
な
が
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
。
意
思
表
示
カ
ー
ド
ー

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ー
テ
ィ
ッ
シ
ュ
５

０
０
セ
ッ
ト
を
会
員
・
家
族
2
4
名

と
今
年
も
若
い
力
強
い
福
祉
専
門

学
生
の
パ
ワ
ー
を
頂
い
て
２
時
間

程
度
で
市
民
の
方
々
に
配
布
し
ま

し
た
。
7
0
歳
位
の
男
性
の
「
私
で

も
登
録
で
き
る
か
。
」
の
問
い
に
説

明
す
る
場
面
や
、
若
い
女
性
か
ら

意
思
表
示
カ
ー
ド
の
記
入
方
法
を

た
ず
ね
ら
れ
た
り
、
ま
ん
ざ
ら
無

関
心
な
人
ば
か
り
で
は
な
い
と
嬉

し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

臓
器
移
植
法
が
施
行
さ
れ
て
か

ら
７
年
目
、
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
移
植
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
腎

移
植
登
録
が
拡
大
す
る
こ
と
を
強

く
望
ん
で
い
ま
す
が
、
毎
年
行
う

腎
移
植
普
及
活
勁
に
つ
い
て
方
法

を
一
新
す
る
時
期
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
報
告

　

合
田

　

晃
）

⑥
⑧
○
⑨
⑥

「
光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

搬
影
者

Ｓ
6
3
か

ｰ--

年
よ
り
写
以

と
う
」
入
命

゜同銀野

　

好退

　

－

　　

.a･

Ｃ４°o≫->c*oc.り゛χ

　　　

。。

５

一

　

郎
氏

職
後
、
Ｈ
４

会
「
ふ
き
の

同
会
事
務
局
妊
。

お結
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婚め
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と
う

　

道
腎
協
会
長
川
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隆
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さ
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・

百
合
江
さ
ん
。
お
幸
せ
に
が
‥

●
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⑩
＠
の

　
　
◆
現
在
、
混
合
診
療
が
盛
ん
に
　
　

a･４･.//･j/'./rM'^^･が一一一一一一一一･

論
議
さ
れ
て
い
る
。
混
合
診

療
と
は
、
医
療
保
険
が
使
え

る
保
険
診
療
と
、
利
用
で
き

.4戸，

な
い
保
険
外
診
療
の
組
み
合
一

せ
た
診
療
で
、
原
則
と
し
て
｛

禁
止
さ
れ
て
い
る
。
も
し
二

つ
を
併
用
す
る
と
、
診
療
費

の
全
額
が
保
険
な
し
で
患
者

の
負
担
に
な
る
。
し
か
し
、
一

特
定
療
養
費
制
度
で
は
例
外
　
　

的
に
認
め
て
い
る
。
問
題
は
、
　
　

混
合
診
療
が
認
可
さ
れ
る
と

」

保
険
診
療
が
適
用
さ
れ
る
範
一

囲
が
減
り
、
保
険
外
（
自
費
）
一

診
療
が
拡
が
り
患
者
負
担
が
一

増
加
す
る
事
が
危
惧
さ
れ
る

Ｉ

事
。
保
険
診
療
が
適
用
さ
れ

な
い
と
云
う
事
は
、
私
達
が

利
用
し
て
い
る
各
種
公
費
医

療
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
と

云
う
事
で
あ
り
ま
す
。
絶
対

に
反
対
し
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

（
和
）

a゛，

･
＊
･
・
＊
・

．
＾
・
.
／
／
･
＾
／
･
＾
／
・
^
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●

Ｓ
一
Ｓ

。
咄
全
腎
協
相
談
員
研
修
会
報
告

事
務
局
次
長
三

　

上

　

留
美
子

　

Ｈ
月
６
日
出
・
７
日
間
両
日
、

東
京
永
田
町
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
各
県
腎
友
会
約
8
0

名
の
参
加
で
相
談
員
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
油
井
会
長
の
挨

拶
の
後
、
ま
ず
1
4
時
1
5
分
よ
り
金

子
事
務
局
長
を
講
師
と
し
て
以
下

の
事
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　
　

「
相
談
員
の
役
割
」
～
事
務
局

担
当
者
と
し
て
～
、
患
者
会
の
役

割
、
患
者
会
活
動
の
三
つ
の
役
割

①
病
気
の
科
学
的
な
把
握
。
自
分

の
病
気
を
正
し
く
知
る
こ
と
、
病

気
を
受
け
入
れ
る
、
病
気
を
科
学

的
に
知
る
こ
と
に
よ
り
様
々
な
こ

と
に
惑
わ
さ
れ
な
く
な
る
。
②
病

気
と
闘
う
こ
と
、
病
気
と
闘
う
気

概
・
克
服
す
る
気
概
（
患
者
会
が

そ
れ
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
。

③
病
気
と
闘
う
条
件
整
備
、
患
者

運
動
の
法
的
根
拠
、
憲
法
2
5
条
（
生

存
権
、
国
の
社
会
的
使
命
）
。
今
後

の
相
談
事
業
で
は
、
患
者
構
成
の

変
化
（
患
者
の
高
齢
化
）
、
患
者
の

意
識
の
変
化
（
患
者
の
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
）
、
社
会
保
障
制
度
の
目
ま

ぐ
る
し
い
変
化
（
地
方
へ
の
権
限

の
委
譲
）
に
つ
い
て
。

　

1
5
時
3
0
分
か
ら
は
、
三
分
科
会

に
分
か
れ
①
「
医
療
費
負
担
の
各

種
助
成
制
度
の
基
礎
を
学
ぶ
」
、
②

　

「
医
療
費
助
成
制
度
改
悪
に
つ
い

て
行
政
や
関
係
方
面
と
の
交
渉
・

調
整
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
」
、
③
「
医

療
費
助
成
制
度
改
悪
の
背
景
と
患

者
・
障
害
者
運
動
を
考
え
る
」
に

つ
い
て
研
修
。
私
は
第
一
分
科
会

に
参
加
。
制
度
を
守
る
た
め
の
具

体
的
な
動
き
と
し
て
、
①
役
員
の

教
育
や
、
リ
ー
ダ
ー
の
自
党
を
持

つ
こ
と
。
制
度
の
勉
強
会
、
自
分

の
住
む
町
の
福
祉
を
知
る
。
②
要

望
書
・
陳
情
書
の
提
出
、
実
態
調

査
を
実
施
し
て
調
査
結
果
を
元
に

要
望
事
項
を
決
定
す
る
。
③
透
析

室
の
視
察
案
内
（
行
政
・
議
員
）
、

患
者
の
実
態
が
わ
か
る
。
統
括
と

し
て
道
・
市
町
村
福
祉
課
へ
頻
繁

に
通
っ
て
実
情
を
訴
え
続
け
る
こ

と
、
議
会
へ
も
同
様
に
理
解
を
し

て
も
ら
う
。
1
7
時
4
5
分
に
１
日
目

は
終
了
。
２
日
目
は
、
９
時
よ
り
、

前
日
の
分
科
会
の
報
告
と
質
疑
応

答
で
始
ま
り
、
1
0
時
1
5
分
か
ら
「
移

送
サ
ー
ビ
ス
『
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

を
学
ぶ
」
と
題
し
、
阿
部
司
東
京

ハ
ン
デ
ィ
キ
ヤ
ブ
連
絡
代
表
を
講

師
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
輸
送
と
し
て
の
有
償
運
送
」
と

　

「
介
護
輸
送
」
の
法
的
位
置
付
け
、

迎
営
協
議
会
の
目
的
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

　

２
日
間
に
亘
り
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
北
海
道
で
は
こ
の
1
0
月
か
ら

マ
ル
障
制
度
が
見
直
さ
れ
患
者
は

透
析
に
関
し
て
は
１
万
円
（
自
治

体
に
よ
り
違
う
が
）
自
己
負
担
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
他
都

府
県
を
見
て
も
東
京
都
は
マ
ル
都

で
透
析
患
者
の
自
己
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
阪
府
で
さ
え
月
１
、

０
０
０
円
限
度
で
す
。
ど
う
見
て

も
道
の
こ
の
金
額
は
納
得
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
北
海
道

の
こ
の
金
額
を
知
り
他
の
都
府
県

は
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。
道
腎

協
と
し
て
も
、
実
態
調
査
を
行
い

道
に
患
者
の
危
機
を
訴
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
患
者
さ

ん
の
中
か
ら
よ
く
聞
く
言
葉
に
「
少

　

2
1

し
ぐ
ら
い
払
っ
て
も
い
い
し
よ
。
」

と
い
う
方
が
い
ま
す
が
、
こ
の
一
度

を
許
す
と
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い

く
の
で
す
。
来
年
か
ら
各
種
の
税

金
控
除
が
な
く
な
る
と
同
じ
よ
う

に
国
は
弱
い
者
か
ら
何
も
い
わ
な

い
者
か
ら
、
次
々
と
お
金
を
と
る

事
を
考
え
て
い
ま
す
。
患
者
会
が

な
け
れ
ば
、
公
の
場
で
訴
え
て
い

く
機
関
（
会
）
が
な
け
れ
ば
、
本

当
に
私
達
の
明
日
は
な
い
と
思
っ

て
下
さ
い
。



ｇ

Ｓ
Ｓ

「
全
腎
協
青
年
交
流
集
会
゜
ｍ
だ
い
せ
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
参
加
し
て

中段・左端が佐々木さん

　

８
月
2
8
日
出
～
2
9
日
向
鳥
取
県

大
山
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
於
い
て

全
腎
協
青
年
交
流
集
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
北
海
道
か
ら
は
五
十

嵐
部
長
・
阿
部
副
部
長
・
外
川
純

也
さ
ん
・
そ
し
て
初
め
て
参
加
の

私
の
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

。
鳥
取
県
腎
友
会
会
長
・
全
野
協

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
腎
友
会

　
　

佐
々
木

　

正

　

明

理
事
の
挨
拶
に
よ
り
開
会
式
が
あ

り
、
そ
の
後
金
子
全
野
協
理
事
よ

り
「
会
の
活
勁
と
全
腎
協
の
歴
史
」

と
い
う
全
腎
協
の
発
足
・
運
動
の

取
組
み
と
結
果
・
患
者
会
活
動
に

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
透
析

の
歴
史
な
ど
全
く
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
よ
く
聞
く
「
金

の
切
れ
目
が
命
の
切
れ
目
」
と
い

う
昔
の
医
療
制
度
が
、
今
日
、
不

便
な
く
透
析
療
法
を
安
心
し
て
受

け
ら
れ
る
の
は
先
人
た
ち
の
努
力

の
成
果
で
、
感
謝
し
な
く
て
は
と

思
い
ま
し
た
。
並
び
に
「
僕
も
活

動
に
取
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
」
と
、
思
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
全
腎
協
の
取
り
組
み
と

し
て
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
医

療
制
度
・
社
会
保
障
制
度
に
対
し

て
、
址
低
で
も
現
状
維
持
で
き
る

よ
う
に
請
願
署
名
運
勁
な
ど
の
活

動
を
国
民
全
員
に
ア
ピ
ー
ル
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
一
人
で
も
多
く
の
会
員
入
会
・

各
会
の
団
結
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
が
解
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
４
つ
の
分
科
会
が
行
な

わ
れ
、
僕
は
「
良
い
透
析
と
は
何

か
？
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
稲
田

島
根
県
腎
協
会
長
に
よ
る
お
話
で
、

臨
床
工
学
士
で
あ
る
稲
田
さ
ん
か

ら
は
、
現
場
に
お
け
る
直
接
的
な

意
見
を
聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

自
分
の
透
析
の
状
況
を
知
っ
て
い

る
か
・
：
例
え
ば
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー

は
何
を
使
っ
て
い
る
か
・
血
流
址
・

時
間
・
検
査
デ
ー
タ
ー
な
ど
に
つ

い
て
解
ら
な
い
事
は
、
何
で
も
医

師
・
看
護
師
に
質
問
し
て
い
く
べ

き
だ
と
い
う
事
で
す
。
今
ま
で
僕

は
受
身
に
な
り
が
ち
で
「
透
析
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
い
う
感

党
だ
っ
た
の
で
、
今
後
は
積
極
的

に
自
分
の
治
療
に
つ
い
て
ス
タ
ッ

フ
に
質
問
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
今
の
透
析

に
満
足
し
て
い
る
か
と
か
、
導
入

時
に
病
院
側
か
ら
き
ち
ん
と
し
た

説
明
が
あ
っ
た
か
？
、
納
得
し
て

開
始
し
た
の
か
？
と
か
色
々
参
考

に
な
る
お
話
を
聞
く
事
が
出
来
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
透
哲
刈
率
（
ａ
／

Ｖ
）
の
求
め
方
は
か
な
り
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
夕
食
で
は
、
周
り

の
人
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
食

事
を
し
て
、
そ
の
後
自
山
交
流
で

は
ほ
か
の
県
の
人
と
も
会
話
を
楽

し
み
ま
し
た
。
た
だ
、
初
め
て
の

場
だ
っ
た
の
で
な
か
な
か
話
し
づ

ら
い
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

次
回
も
こ
う
い
う
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
積
極
的
に
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

１
◆
お
知
ら
せ
◆

　

平
成
1
7
年
２
月
に
、
釧
路
で
第

６
回
青
年
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
交
流
を
中
心
と
し
た
楽

し
い
会
に
な
る
予
定
で
す
。
お
食

小
は
自
炊
で
、
温
泉
も
あ
り
ま
す
。

仲
間
で
わ
い
わ
い
語
り
合
い
ま
し
よ

　

詳
し
い
‐
程
や
参
加
費
等
に
つ

い
て
は
後
口
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
は

　

道
腎
協
青
年
部
・
古
田
ま
で

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　

（
Ｏ
Ｉ
Ｉ
）
７
４
７
－
0
2
1
7
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「
患
者
会
活
動
に
つ
い
て
思
う
」

旭
川
地
方
腎
友
会

　

事
務
局
長
小

紅
唇
－

誘

平

　

敬

　

明

　

旭
川
地
方
腎
友
会
の
事
務
局
長

と
し
て
活
動
を
初
め
て
半
年
が
過

ぎ
た
。

　
　

「
先
輩
た
ち
が
命
を
か
け
て
築

き
上
げ
た
…
」
。
腎
友
会
活
動
を
し

て
い
る
と
時
々
聞
か
れ
る
言
葉
で

す
。
1
9
7
2
年
（
昭
和
4
7
年
）

障
害
者
の
範
囲
が
腎
臓
病
（
透
析

患
者
）
に
ま
で
拡
大
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
り
障
害
者
福
祉
が
適
応
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
以
前
よ
り

あ
っ
た
更
生
医
療
（
1
9
5
4
年

給
付
制
度
開
始
）
に
も
適
応
さ
れ

透
析
患
者
の
生
活
も
大
き
く
変
わ
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ

の
時
代
の
透
析
医
療
の
質
は
た
ぶ

ん
今
よ
り
は
悪
く
、
貧
血
等
に
悩

ま
さ
れ
な
が
ら
の
患
者
会
活
動
を

思
う
と
頭
が
下
が
る
思
い
だ
。
自

分
自
身
の
保
存
期
の
体
験
か
ら
想

像
し
て
も
つ
ら
い
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、

日
本
が
豊
か
で
良
い
時
代
に
あ
っ

た
の
も
事
実
の
よ
う
だ
。
社
会
福

祉
が
充
実
し
て
い
っ
た
の
も
そ
ん

な
時
代
背
景
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ

ろ
う
と
思
う
。
あ
の
時
代
を
想
像

す
る
と
患
者
た
ち
の
抱
く
危
機
感

は
皆
共
通
し
て
い
て
、
誰
か
が
声

を
上
げ
れ
ば
そ
れ
に
共
感
す
る
人

が
す
ぐ
集
ま
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
結
束
力
の
強
さ
が
制
度
を

変
え
、
自
分
た
ち
の
方
へ
向
か
わ

せ
て
き
た
の
だ
と
思
う
。

　

さ
て
現
在
、
透
析
患
者
は
全
国

で
2
3
万
人
を
超
え
る
な
か
、
今
ま

で
築
き
上
げ
て
き
た
福
祉
や
医
療

制
度
が
少
し
ず
つ
崩
れ
始
め
て
き

て
い
る
。
患
者
会
の
組
織
率
も
5
0
％

を
割
り
、
政
治
の
変
革
で
地
方
行

政
主
導
の
時
代
と
な
り
つ
つ
あ
る

な
か
、
そ
れ
は
各
地
、
各
患
者
へ

の
危
機
感
の
抱
き
方
も
変
え
、
そ

の
結
果
患
者
間
に
様
々
な
温
度
差

が
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
だ
。

　

今
年
の
６
月
８
日
に
札
幌
で
開

か
れ
た
『
６
・
８
緊
急
集
会
～
「
障

害
者
医
療
費
助
成
制
度
」
「
道
特
定

疾
患
対
策
事
業
」
の
見
直
し
の
撤

回
と
制
度
の
充
実
』
と
い
う
の
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
副
題
が
示
す

と
お
り
制
度
の
見
直
し
撤
回
を
訴

え
て
道
庁
へ
座
り
込
み
を
す
る
の

で
あ
る
。
当
日
、
札
幌
の
「
か
で

る
２
・
７
」
に
は
全
道
か
ら
こ
の

制
度
に
係
わ
る
様
々
な
障
害
者
・

患
者
団
体
が
集
ま
り
そ
の
総
数
は

３
６
６
人
を
数
え
、
会
場
４
階
の

大
会
議
室
は
入
り
き
れ
ず
に
廊
下

に
ま
で
人
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
日
こ
の
会
場
で
各
団
体
の
代
表

者
か
ら
発
言
を
し
て
い
た
だ
き
（
こ

の
時
、
道
腎
協
の
会
長
が
当
事
者

発
言
を
し
て
い
ま
し
た
。
）
そ
の
後

会
場
の
隣
に
あ
る
道
庁
前
に
座
り

込
み
を
始
め
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ

も
呼
び
、
旗
や
カ
ー
ド
を
坦
ぎ
上

げ
、
反
対
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
叫
ぶ
。

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
あ
る
。
始

め
て
の
体
験
で
し
た
。
と
こ
ろ
が

こ
の
日
こ
の
会
場
に
来
て
い
た
腎

友
会
関
係
者
、
透
析
患
者
は
５
人
。

札
幌
か
ら
道
腎
協
会
長
を
含
め
３

人
、
旭
川
か
ら
私
を
含
め
た
２
人

だ
け
で
し
た
。
い
や
も
し
か
し
た

ら
私
が
気
づ
か
な
か
っ
た
だ
け
で

も
っ
と
来
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

実い

と

　

゜

のそ

思う

い思

もい

した

っい

かが

りこ

あれ

るが

゜現

と
の
思
い
も
し
っ
か
り
あ
る
。

　

「
マ
ル
障
の
見
直
し
」
が
道
庁

か
ら
言
い
渡
さ
れ
た
の
が
今
年
の

１
月
、
緊
急
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を

開
き
反
対
の
要
望
書
を
出
し
、
署

名
も
集
め
た
。
し
か
し
制
度
が
見

直
さ
れ
る
事
の
予
感
は
か
な
り
前

か
ら
あ
っ
た
し
、
今
の
時
代
背
景

を
考
え
る
と
諦
め
に
似
た
感
触
を

抱
く
の
も
本
音
だ
ろ
う
と
思
う
。

こ
れ
ら
が
温
度
差
と
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
、
冷
め
た
感
じ
で
い

る
患
者
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
の

で
す
。

　

何
と
も
大
変
な
時
期
に
事
務
局

長
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
不
安

も
多
い
け
ど
、
少
し
で
も
前
進
す

る
事
を
考
え
な
が
ら
着
々
と
そ
し

て
淡
々
と
職
務
を
勤
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今

ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
私
に
暖
か
い

助
言
や
励
ま
し
を
し
て
く
だ
さ
る

皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
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Ｓ

　

一

咄
全
腎
協
総
会
に
出
席
し
て

　
　
　
　
　
　

事
務
局
次
長
三

　

上

　

留
美
子

　

1
0
月
1
6
口
出
、
1
7
日
間
東
京
品

川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
於
い
て
第

2
5
回
闘
全
国
腎
臓
病
協
議
会
通
常

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
佐

藤
理
事
と
栗
山
正
会
員
が
入
院
中

の
為
、
急
遮
私
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

―
日
目
は

　

開
会
の
挨
拶
の
あ
と
、
油
井
全

腎
協
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
今
回

の
台
風
と
新
潟
の
地
震
に
対
し
て
、

全
腎
協
と
し
て
災
害
見
舞
金
規
程

が
あ
る
の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ

い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
重
点

目
標
と
し
て
、
①
組
織
率
を
5
0
％

に
し
た
い
。
②
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
事
業
の
改
悪
を
阻
止

す
る
こ
と
。
③
国
会
請
願
募
金
の

協
力
。
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
報
告
事
項
と
し
て
ブ
ロ
ッ

ク
活
動
報
告
、
理
事
会
報
告
。
こ

の
中
で
災
害
対
策
手
帳
を
作
成
し

。
て
会
員
に
配
布
す
る
事
（
Ｈ
１
７
■
i
年

１
月
中
句
発
行
予
定
）
。
承
認
事
項

と
し
て
、
会
員
数
都
道
府
県
組
織

別
数
値
目
標
３
年
計
画
が
出
さ
れ
、

各
組
織
の
特
殊
性
を
考
慮
し
て
、

各
組
織
独
自
の
や
り
か
た
で
取
組

ん
で
ほ
し
い
こ
と
。
確
認
事
項
と

し
て
「
家
族
の
日
」
の
取
組
み
に

つ
い
て
は
、
郵
送
料
が
掛
か
る
、

忠
者
自
身
が
移
植
に
興
味
が
な
い

な
ど
各
県
で
そ
れ
ぞ
れ
意
見
が
あ

る
が
、
今
後
も
続
け
て
行
き
た
い
。

　

「
家
族
の
日
」
に
使
用
し
た
「
意

思
表
示
カ
ー
ド
」
を
来
年
の
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
使
用
す
る
事
も

考
え
た
い
。

　

２
日
目
は

１
、
医
療
制
度
・
社
会
保
障
問
題

　

に
つ
い
て
の
検
討

　

本
年
1
0
月
か
ら
厚
生
年
金
保
険

料
も
毎
年
増
え
、
国
民
年
金
保
険

料
も
平
成
1
7
年
か
ら
引
き
上
げ
、

政
府
の
介
護
保
険
「
改
革
」
の
方

向
も
徴
収
方
式
を
老
齢
年
金
か
ら

天
引
き
を
、
遺
族
年
金
や
障
害
年

金
、
生
活
保
護
に
拡
大
な
ど
。
自

山
診
療
の
承
認
、
更
生
医
療
に
つ

い
て
は
透
析
患
者
の
更
生
医
療
利

用
率
は
、
全
国
平
均
で
、
2
3
・
２
％

と
な
っ
て
お
り
、
利
用
率
が
低
い

の
で
現
行
の
ま
ま
新
法
に
移
行
で

き
る
の
か
、
心
配
で
あ
る
。
Ｄ
Ｐ

Ｃ
（
診
断
群
分
類
）
導
入
に
よ
る

透
析
の
標
準
化
が
導
入
さ
れ
た
ら
、

標
準
的
な
医
療
が
包
括
化
さ
れ
診

療
費
が
決
め
ら
れ
る
た
め
、
標
準

を
上
回
る
診
療
の
取
り
扱
い
が
ど

う
処
理
さ
れ
る
か
、
慎
ぶ
に
対
処

す
る
必
要
が
あ
る
。
「
三
位
一
体
の

改
革
」
と
マ
ル
障
に
一
部
負
担
、

国
か
ら
の
県
（
道
）
に
対
す
る
補

助
金
が
削
減
さ
れ
る
た
め
、
県
（
道
）

は
マ
ル
障
を
改
定
し
、
患
者
に
一

部
負
担
さ
せ
る
県
（
道
）
が
、
ま

す
ま
す
増
え
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

マ
ル
長
（
長
期
高
額
療
養
費
制
度
、

透
析
は
１
万
円
／
月
の
自
己
負
担
）

に
つ
い
て
は
マ
ル
長
が
設
定
さ
れ

た
の
は
1
9
8
4
年
で
、
当
時
の

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

は
、
３
万
円
／
月
で
、
そ
れ
が
現

在
で
は
７
２
、
３
０
０
円
＋
1
％

　

（
7
0
歳
未
満
「
一
般
」
）
で
当
時
の

２
・
４
倍
に
な
っ
て
い
る
。
今
回

の
よ
う
に
、
医
療
制
度
全
般
が
見

直
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
「
格
差
」

を
埋
め
よ
う
と
す
る
意
見
が
で
そ

う
だ
、
な
ど
問
題
が
山
積
な
事
。

２
、
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
医
療
」
に

　

つ
い
て

　

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
中
村

裕
輔
先
生
に
よ
る
未
来
の
医
療
、

個
人
の
辿
伝
情
報
に
応
じ
た
医
療

の
実
現
を
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
の
勉

強
。
遺
伝
子
は
ヒ
ト
の
顔
か
た
ち

が
異
な
る
よ
う
に
少
し
ず
つ
違
い
、

そ
し
て
こ
の
遺
伝
子
の
違
い
は
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
や
薬
の
効
き
や
す

さ
な
ど
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。
現

在
治
療
法
の
な
い
病
気
の
原
因
を

見
つ
け
、
新
た
な
薬
を
作
り
出
す

こ
と
。
そ
し
て
有
効
な
薬
を
選
び
、

副
作
用
の
な
い
投
薬
を
目
指
し
た

医
療
の
実
現
化
が
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
医
療
。
今
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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●

透析により欠乏しやすい栄養成分の補給に、
L－カルニチン、必須アミノ酸、水溶性ビタミン(BI、B2、B6、Ｐ、他)、ミネラルを効果的に配合。

　　　　　　　

透析専門医の協力を得て開発された栄養補助ドリンクです。

L－カルニチンを多く摂取したい方、

水分量が気になる方へ、おすすめ!

わずか20meに高配合

J,.
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１本５０・禰

並ぶ
皿

　

L≫≫≪■':

悩
几

リン0.4mg、

カリウム2.4mgと

微騰ですので安心して

お飲みください。

l゛､yl‐
１本SOmfi

－

刄¥20
2!?悶悶）●濯屁顎（臨）

tM漂が）●i握訟（臨）
●商品の発送は日遇ペリカン便でお届けいたします

感謝の声を沢山いただいて、好評発売中!!

J]ルJﾆ[[|
1M悶悶レ・臓器孤(瓢)

･≪Ka≪2,4901が白●弓溺訟(臨)

^0120-831-123
- -

　　

健康相談室
－01 20-771 -31 5

　　　　　　　　

‥一一一一－

　

－－－

　

－－－
局ベーダ食品株式会社自習鍔召特

1
'iｙ逼iS

　

〒531-0071大阪市北区中津1 -6-28　インターネットでも購入できます,http://ｗｗｗ.beta･k.Ｃｏｍ
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手足のケイレン

透析後半の血圧低下

　　

貧血気味

透析後の倦怠感

　

疲れやすい

心臓機能の低下

-

ﾆ[ルピヌ
栄養ドリンク Elpiｓ　＼

L･カルニチン270W含有

さらにおいしく飲み味スッキリ

[題話璽]

　

Ｓ
Ｉ

に.ｙ

W

・－ｓ!o―■‘”･･･.1
jｽﾞｇ２
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透析専門医の協力を得て

Ｗ

開発された栄餐ドリンクです
内容輿:50ml ≪i

　

　

2004年12月１０日～2005年２月２８日まで

１箱50本入りR59ei2l8 10,500r[》特別価格9,450円(税･送科込み)

１箱10本入り

　

販売ａ格

　

2，490円◇特別価格2,280円(税･送料込ａ)

　　

ｔ

　

£

　　

゛Ξ

･アルギニン100mg

　

、．･ｉ

　　

ｔ

　　

£

L－アルギニンlOOmg

アスパラギン酸

リ

　　

ジ

　　

ン

ロ

　

イ

　

シ

　

ン

バ

　　

リ

　　

ン

イソロイシン

60mg

40mg

40mg

30mg

30mg

両面薮田

L･カルニチン､L－アルギニン．

アスパラギン酸､リジン、

ロイシン､バリン､イソロイシン、

ルチン､ビタミンＢ類(ＢＩ、Ｂ２、

Ｂ６､ナイアシン.葉酸J.鉄、

ためたポイントが

次回購入に役立つ

お買上商品代５％分の

割引ポイントシール付
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「湯カラッと」応萌」
φ － －

- －

一

一

一
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・４０℃～５０℃の低温で発汗できる仕組(特許)で安心。

・お風呂の様な静水圧が無いから楽ﾉﾏ入浴。

・汗の出ない体質を発汗できる体質に改善。

・皮膚の新陳代謝を良くし、かゆみを低減。

・心肺機能の強化と自律神経の鍛錬に最適。

・全身の血流の改善と冷えの改善、及び心身のストレスの解消に。
和
室
で
Ｏ
Ｋ
－
・

七

u.ynm!f^･ｎ７･11｢;Sでf!川

慨
●1い・カンりン・_］ンバり卜

岬

□;.io≫のli川Ｃ.５ヽ９円

　　

４０００名以上の透析者が悩みの解消に役立てています，

｢湯カラッと｣を継続して使用している透析者の９５％が効果を実感
Ｉ
●

轜むより、まず一週間無斜でお試しください
1ヽTELまたUFAXで

　

モニター申し込み

ﾂﾞ、

パンフレット、

２モニターが盾く

　

糞いと‾

]吋

,Jビデオを見て

　

皿事にセットする

●●‘・1...’.･｀Iか１●Ｊ●．？１●●ｄ

【Z時
モニターをご希望の方は、

　　　　　

お客様相談室

4ヽ－遭問家集で

　

ためしてみる

S

I

５モニター・間が遇ぎたら

　

珊狐いで返却する

m^"'-

ぶ

一會－●･

下記までお気怪にお問い合わせ下さい。

フリーダイヤル

T K L　0120-31-8065 まで

　　

オンキョーリブ株式会社

　　

束口本営業部

　　

〒10/ト0028

　　

束京都中火区八重洲２丁口３盾12り

　

ｵﾝｷｮｰ八重洲ビル２Ｆ

　　

TEL (03) 3548-1571　　FAX (03) 3548-1573

標準価格２１８,０００円EI二ⅢHja 174.400円(税抜き)【月々６.０００円均等払いなど分割払いｏＫ(３～36回)】

‘１･■i-l.JM C.tm　●.‘怪川の≫-ii. r.ussiaf'iinゐの1 .iしくjj9い下ａい. ･W3lk'F:<i'のあぞ､ﾀﾞ･ ii[>.t≫i、､て帽ａのt..ご使川ｌｊい. anvki』皿了1など1、.l ･J圃人w/J'Jlり.11.
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